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は
じ
め
に

　

と
く
に
こ
こ
一
〇
数
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
必
要
性

が
、
経
済
界
で
、
あ
る
い
は
政
府
内
で
声
高
に
叫
ば
れ
て
き
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
経
済
・
経
営
や
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
カ
ギ
の
ひ
と
つ
が
教
育
に
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
言
わ
れ
る
前
は
、
製
造
業
で
あ
れ

ば
国
内
で
作
っ
た
製
品
を
海
外
で
売
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
じ
ま
っ
た
戦
後
日
本
の
高
度
経
済

成
長
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
日
本
の
一
人
勝
ち
的
状
況
に

対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
ジ
ャ
パ
ン
・

バ
ッ
シ
ン
グ
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
一
九
八
五
年
九

月
、
日
本
の
貿
易
黒
字
削
減
対
策
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か

れ
た
先
進
五
ヵ
国
会
議
（
Ｇ
５
）
で
プ
ラ
ザ
合
意
が
成
立
し
た
。

こ
の
合
意
を
起
点
に
急
激
な
円
高
が
進
行
し
、
海
外
現
地
生
産
が

増
え
、
や
が
て
時
代
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
と
進

ん
で
い
く
。
海
外
現
地
生
産
の
拡
大
に
よ
っ
て
現
地
採
用
社
員
も

増
え
、
現
地
の
人
々
と
の
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
っ

そ
う
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
な
か
で
、
経
済
界
も
政
府
も
国
際

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
据
え
た
政
策
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
動
き
始
め
た
。
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
教
育

長
峰
　
登
記
夫

（1）



と
、
海
外
赴
任
す
る
日
本
人
も
増
え
、
海
外
赴
任
者
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
が
問
題
に
な
る
。
通
常
は
三
年
か
ら
五
年
程
度
の
海
外

赴
任
期
間
を
終
え
て
帰
国
し
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
が
小
学
生
、

中
学
生
だ
っ
た
場
合
、
と
く
に
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
現
地
校
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
場
合
、
帰
国
後
に

こ
と
ば
や
学
習
内
容
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
や
行
動
パ
タ
ー
ン

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
困
難
に
直
面
す
る
。
高
校
生
に
な
っ

て
帰
国
す
る
と
、
大
学
受
験
を
前
に
困
難
は
よ
り
大
き
く
な
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
政
府
は
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
動

き
始
め
た
。
学
校
や
大
学
で
特
別
入
試
を
実
施
し
、
あ
る
い
は
帰

国
子
女
（
後
に
帰
国
生
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
、
帰
国

生
と
呼
ぶ
）
特
別
枠
を
設
定
し
、
さ
ら
に
は
帰
国
生
受
け
入
れ
に

と
く
に
力
を
入
れ
る
コ
ー
ス
の
開
設
を
教
育
機
関
に
働
き
か
け
、

支
援
し
、
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
、
そ
の
よ
う
な
目
的
の
新
た
な
事

業
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
い
ま
、
日
本
の
高
校
を
卒
業
し
て
海
外
の
大
学
に
進

学
す
る
と
い
う
、
か
つ
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
態
が
進
行
し

て
い
る
。

　

本
稿
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
大
学
生
た
ち
の
就
職
環
境

が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
教
育
の
変
化
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
日
本
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
言
わ
れ
る
と
き
、
ま
ず
問
題
に
さ

れ
る
の
は
日
本
人
の
英
語
力
の
低
さ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
最

初
に
、
日
本
人
の
英
語
力
に
つ
い
て
み
る
。
次
に
、
初
等
、
中
等

教
育
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
と
く
に
英
語
の
扱
い

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
三
に
、
教
育

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
考
え
た
と
き
、
最
も
大
き
く
変
化
し
た
の
は

お
そ
ら
く
高
校
で
は
な
い
か
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
や
ほ
と
ん
ど
英

語
だ
け
で
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
学
校
が
増
え
、
同
じ
よ

う
な
タ
イ
プ
の
全
寮
制
の
学
校
も
出
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
高
校

卒
業
後
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る
高
校
生
た
ち
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
留
学
パ
タ
ー
ン
は
か
つ
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

で
、
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
い
く
。
第
四
に
、
大
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
も
見
る
。
こ
の
間
、
英
語
だ
け
で
卒
業
で

き
る
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
大
学
に
も
、
従
来
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
最
後
に
、
本
稿

で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
で
は
避
け
て

通
れ
な
い
教
育
や
企
業
で
の
「
英
語
化
」
を
め
ぐ
る
賛
否
双
方
の

意
見
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
る
。
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一　

日
本
人
の
英
語
力
が
問
題
？

　

日
本
の
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
言
わ
れ
る
た
び
に
、
必
ず

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
る
の
が
日
本
人
の
英
語
力
の
低

さ
で
あ
る
。
英
語
の
教
育
や
テ
ス
ト
機
関
な
ど
か
ら
様
々
な
英
語

力
の
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
ど
れ
を

見
て
も
日
本
が
世
界
の
最
底
辺
層
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

あ
る
機
関
が
出
し
て
い
る
英
語
力
の
国
際
比
較
ラ
ン
キ
ン
グ
を

見
て
み
る
と
、
世
界
一
一
一
カ
国
の
う
ち
日
本
は
八
〇
位
で
英
語

水
準
が
低
レ
ベ
ル
国
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
ま
た
、
代
表
的

な
英
語
能
力
試
験
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
実
施
主
体
の
統
計
で
見
て

み
る
と
、
二
〇
二
二
年
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ｉ
Ｂ
Ｔ
の
成
績
で
は
、
受

験
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
世
界
一
七
五
カ
国
中
日
本
は
一
五
三

位
、
ア
ジ
ア
で
は
三
四
カ
国
中
三
二
位
で
、
日
本
よ
り
ラ
ン
キ
ン

グ
が
低
い
の
は
ラ
オ
ス
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
二
カ
国
だ
け
で
あ
っ

た）
2
（

。
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
二
ヵ
国
を
除
く
と
、
日
本
よ
り
成
績
が

低
い
の
は
す
べ
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
態
は
こ
の

二
〇
年
あ
ま
り
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
同
じ
機

関
に
よ
る
一
九
九
九
年
の
調
査
結
果
で
は
、
世
界
一
五
三
カ
国
中

日
本
は
一
三
八
位
、
ア
ジ
ア
で
は
二
三
カ
国
中
二
一
位
で
、
日
本

よ
り
も
ラ
ン
キ
ン
グ
が
低
い
の
は
ラ
オ
ス
と
北
朝
鮮
だ
け
で
あ
っ

た）
3
（

。

　

こ
の
種
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
、
語
学
教
育
機
関
が
実
施
し
て
い

る
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
も
の
が
あ
る
が
、
日
本
の
ラ
ン

キ
ン
グ
が
低
い
と
い
う
点
で
は
い
ず
れ
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
同
一
年
齢
、
同
一
学
年
の
子
供
た
ち
の
な
か
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
が
受
験
し
た
結
果
で
あ
る
か
と
い
う
、
年
齢
別
や
属
性
別
の
受

験
率
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
人
も
含

め
か
な
り
広
い
層
の
人
た
ち
が
受
験
し
て
い
る
と
い
う
国
が
あ
る

一
方
で
、
一
部
の
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
層
が
中
心
に
受
験
し
て
い

る
と
い
う
国
も
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ラ
ン
キ
ン

グ
で
平
均
点
数
が
最
も
高
い
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
次
が
ド
イ
ツ

で
、
英
語
圏
諸
国
で
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
英
語
圏
諸
国
で
こ

の
試
験
を
受
け
て
い
る
の
は
留
学
生
や
移
民
、
仕
事
で
の
一
時
滞

在
者
な
ど
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
ど
こ
ま
で
そ
の
国
全
体
の

英
語
力
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
人
の
英
語
力
が
低
い

と
い
う
事
実
に
変
わ
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
日
本
の
国
際
化
が
叫
ば
れ
た
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一
九
八
〇
年
代
、
と
く
に
バ
ブ
ル
期
の
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は

国
際
化
の
一
環
と
し
て
英
語
「
問
題
」
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い

た
。
民
間
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
帰
国
子
女
（
当
時
は
ま
だ
そ
う
呼
ば

れ
て
い
た
）
を
採
用
し
始
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
な
か
で
政
府
も
財
界
も
国
際
化
を
議
論
す
る
よ
う
に
な
る

が
、
そ
の
な
か
の
主
要
な
位
置
に
は
常
に
英
語
問
題
が
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
国
際
化
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
内

容
的
に
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
国
際
化
が
よ
り
広
く
か
つ
深
度

を
深
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。二　

�

初
頭
・
中
等
教
育
で
の
英
語
教
育
と
教
育
の�

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

時
代
が
国
際
化
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
移
行
す
る
な
か
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
小
渕
首
相
の
下
で
「
２
１
世
紀
日
本
の
構
想
懇

談
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
日
本
の

あ
る
べ
き
姿
を
議
論
し
た
。
同
懇
談
会
は
そ
こ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
な
か
で
国
際
対
話
能
力
（
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
習

得
は
必
須
で
あ
り
、
日
常
的
な
英
語
の
使
用
が
不
可
欠
に
な
る
と

し
た
。
そ
し
て
当
時
一
部
で
議
論
さ
れ
て
い
た
英
語
の
公
用
語
化

論
に
言
及
し
、
英
語
を
日
本
の
「
第
二
公
用
語
に
は
し
な
い
ま
で

も
第
二
の
実
用
語
の
地
位
を
与
え
て
、
日
常
的
に
併
用
す
べ
き
」

だ
と
し
た）

4
（

。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
を
よ
り
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、 

二
〇
〇
三

年
、
文
部
科
学
省
（
以
下
、
文
科
省
と
略
す
）
は
「『
英
語
が
使

え
る
日
本
人
』
の
育
成
の
た
め
の
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た）

（
（

。

そ
こ
で
は
「
中
学
・
高
校
を
卒
業
し
た
ら
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
」、「
大
学
を
卒
業
し
た
ら
仕
事
で
英
語
が
使
え

る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要

か
を
議
論
し
た
。
そ
の
な
か
で
後
述
の
ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
中
学
、
高
校
、
大
学
の

入
試
、
さ
ら
に
は
民
間
企
業
や
役
所
の
採
用
試
験
で
の
英
語
の
リ

ス
ニ
ン
グ
試
験
の
導
入
、
入
試
で
の
民
間
外
部
試
験
の
利
用
、
英

語
教
員
の
海
外
研
修
、
外
国
人
教
師
の
採
用
（
正
規
雇
用
へ
の
転

換
も
含
め
て
）、
毎
年
一
、〇
〇
〇
人
の
高
校
生
の
海
外
派
遣

等
々
、
後
に
具
体
化
さ
れ
て
い
く
計
画
の
多
く
が
す
で
に
こ
こ
で

言
及
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
は
、
二
〇
一
〇
年
前
後
に
な
る
と
さ
ら
に
熱
を

帯
び
て
い
く
。
二
〇
〇
八
年
に
は
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

二
〇
一
四
年
か
ら
小
学
校
五
・
六
年
で
「
外
国
語
活
動
」（
実
質



（（）

は
ほ
と
ん
ど
が
英
語
）
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
週
一
回

程
度
、
年
間
三
五
時
間
が
外
国
語
活
動
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
の
学
習
指
導
要
領
告
示
で
は
、
小

学
校
三
・
四
年
で
こ
の
「
外
国
語
活
動
」
が
、
そ
し
て
五
・
六
年

で
は
外
国
語
が
「
教
科
」
と
さ
れ
、
後
者
で
は
そ
れ
ま
で
の
外
国

語
活
動
と
は
異
な
っ
て
外
国
語
が
正
式
な
科
目
と
な
り
、
成
績
評

価
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
学
習
指
導
要
領
に
明
記

さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
は
全
面
実
施
に
移
さ

れ
、
小
学
校
三
・
四
年
で
は
週
一
回
程
度
、
年
間
三
五
時
間
、

五
・
六
年
で
は
週
二
回
程
度
、
年
間
七
〇
時
間
が
こ
れ
に
当
て
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
英
検
の
受
験
が
小
学

生
や
そ
の
下
の
年
代
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
背
景
に
は
、
英
検
等

の
点
数
を
小
学
受
験
や
中
学
受
験
、
高
校
受
験
で
評
価
の
対
象
に

す
る
学
校
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
英
検
の
主
催
機

関
で
あ
る
日
本
英
語
検
定
協
会
に
よ
る
と
、
私
立
中
高
で
入
試
の

際
に
、
英
検
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
成
績
を
何
ら
か
の
か

た
ち
で
考
慮
す
る
学
校
は
二
四
五
校
あ
っ
た
と
い
う）

（
（

。
こ
う
し

た
こ
と
を
背
景
に
小
学
生
以
下
の
受
験
者
数
が
、
二
〇
一
四
年
度

に
三
三
万
三
千
人
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
一
八
年
度
に
は

四
一
万
五
千
人
に
、
そ
し
て
二
〇
二
二
年
度
に
は
五
二
万
五
千
人

に
ま
で
増
え
た）

（
（

。
五
二
万
人
と
い
う
数
字
は
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
受
験
者
総
数
に
匹
敵
す
る
数
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
英
語
教
育
で
は
低
学
年
も
高
学
年
も
含
め
、
中
学
で

の
前
段
階
と
は
捉
え
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
に
力
点
が
置

か
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
学
で
は
実
際
に
外
国
語

（
英
語
）
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
姿

勢
を
育
む
こ
と
に
目
標
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
聞
く
、

読
む
だ
け
で
な
く
、
話
す
、
書
く
こ
と
の
四
技
能
を
総
合
的
に
伸

ば
す
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
従
来
の
英
語
教
育
が

文
法
や
語
彙
な
ど
を
習
得
す
る
知
識
偏
重
に
傾
い
て
い
る
と
し

て
、
そ
れ
を
批
判
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

高
校
で
の
英
語
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
は
よ
り
早
い
時
期

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
に
高
校
で
ス
ー
パ
ー
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
通
称
セ
ル
ハ

イ
、SELH

i

）
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
〇
〇
二
年
に
全
国
で

一
八
校
を
指
定
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
こ
の
事
業
は
二
〇
〇
九
年

ま
で
実
施
さ
れ
、
こ
の
制
度
の
下
で
指
定
さ
れ
た
高
校
は
累
計
で

一
六
九
校
に
達
し
た
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
銘

打
っ
て
、
二
〇
一
四
年
に
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
国
際
的
な
課
題



（（）

に
取
り
組
む
ト
ッ
プ
型
と
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
す

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
型
が
あ
り
、
二
〇
一
六
年
ま
で
に
一
二
三
校
が
指

定
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
一
段
落
す
る

と
、
次
は
大
学
受
験
で
の
外
部
英
語
試
験
の
導
入
が
議
論
さ
れ

た
。
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
当
時
の
文
部
科
学
大
臣
・
下
村
博
文

氏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
二
〇
一
三
年
三
月
、
首
相
官
邸
で
開
か

れ
た
産
業
競
争
力
会
議
の
場
に
お
い
て
、
人
口
減
少
と
経
済
低
迷

に
あ
え
ぐ
日
本
の
現
状
に
危
機
感
を
抱
い
た
下
村
氏
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
産
業
界
、
教

育
界
が
一
丸
と
な
っ
た
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
必
要
だ
と
述

べ
、
民
間
英
語
試
験
の
活
用
を
力
説
し
た
と
い
う）

（
（

。

　

そ
れ
が
同
年
中
に
政
権
与
党
の
自
民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
、

続
い
て
当
時
の
安
倍
晋
三
首
相
の
指
示
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
教
育

再
生
実
行
会
議
へ
と
つ
な
が
り
、
大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
の
外

部
検
定
試
験
の
活
用
検
討
を
政
府
に
求
め
た
。
そ
の
結
果
、

二
〇
一
七
年
に
は
二
〇
二
〇
年
か
ら
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
で
民

間
試
験
を
導
入
す
る
方
針
が
公
表
さ
れ
た
。
現
場
の
官
僚
か
ら

は
、
背
後
で
政
治
家
に
よ
る
「
圧
力
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ

れ
た）

（
（

。
こ
の
よ
う
に
政
府
が
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
よ

う
と
し
た
背
景
に
は
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
な
ど
近
隣
諸
国
が
早

期
か
ら
の
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
立

ち
後
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
焦
り
と
も
い
え
る
事
情
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
拙
速
と
も
言
え
る
民
間
の
英
語
試
験
導
入
案
に
対
し

て
は
、
大
学
に
限
ら
ず
広
く
教
育
界
か
ら
批
判
が
噴
出
し
、
ま
ず

国
立
大
学
の
多
く
が
次
々
と
民
間
の
外
部
試
験
不
採
用
を
決
め

た）
（1
（

。
当
時
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
大
臣
の
辞
任
が
相
次
ぐ
な
か
、

政
府
与
党
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
に
発
展
す
る
。
そ
れ
に

決
定
打
を
放
っ
た
の
は
当
時
の
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
の

「
身
の
丈
発
言
」 

で
あ
っ
た
。
上
述
の
注 （
一
〇
） 

で
述
べ
た
よ
う

に
、
民
間
試
験
利
用
に
対
す
る
批
判
の
ひ
と
つ
に
経
済
格
差
や
そ

れ
に
伴
う
公
平
性
の
欠
如
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
へ
の
対
応

を
問
わ
れ
、
萩
生
田
大
臣
が
「
身
の
丈
に
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
一
言
が
、
格
差
を
容
認
し
、
そ
れ
を
無
視

す
る
も
の
だ
と
し
て
火
に
油
を
注
ぐ
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
政
府
は
導
入
予
定
直
前
の
二
〇
一
九
年

末
に
な
っ
て
、
二
〇
二
〇
年
の
実
施
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
に
追
い
込
ま
れ
る
。
国
民
に
導
入
断
念
を
伝
え
る
文
書
の
な
か

で
萩
生
田
大
臣
は
、「
経
済
的
な
状
況
や
居
住
し
て
い
る
地
域
に

か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、 

さ
ら
な
る
時
間
が
必
要
だ
と
判
断
」 

し
た
と
弁
明
し
た）

（（
（

。
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た
だ
し
、
英
語
民
間
試
験
の
利
用
断
念
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
流
れ
が
停
滞
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
学
受
験
の
中
で
、
あ

る
意
味
で
は
、
こ
れ
よ
り
も
よ
り
大
き
な
動
き
が
地
殻
変
動
の
よ

う
に
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
日
本
の
高
校
か
ら
直
接
海
外
の
大

学
に
進
学
す
る
と
い
う
動
き
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
見

て
み
よ
う
。

三　

大
学
受
験
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
の
現
状

　

高
校
生
の
大
学
進
学
に
、
従
来
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
日
本
の
通
常
の
高
校
か
ら
海

外
の
大
学
に
進
学
す
る
と
い
う
道
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
近
年

急
速
に
増
え
て
き
た
全
寮
制
の
中
高
あ
る
い
は
小
中
高
一
貫
校
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
学
校
を
経
由
し
た
海
外
大
学
へ
の
進
学
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

⑴　

�

大
学
受
験
の
変
容
～
日
本
の
高
校
か
ら
海
外
の
大
学
に
進

学
す
る
と
い
う
道

　

若
者
の
内
向
き
志
向
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
産
業
能
率
大
学
が

二
〇
一
〇
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、「
海
外
で
働
き

た
い
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に
一
般
社
員
の
七
割
近
く
が
「
思

わ
な
い
」
と
答
え
た
と
い
う
結
果
が
公
表
さ
れ
、
驚
き
を
も
っ
て

受
け
取
ら
れ
た）

（1
（

。
こ
れ
は
一
般
社
員
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
若
い
新
入
社
員
を
対
象
に
し
た
調
査
で
も
こ
の
傾
向
は
同

じ
で
、
同
じ
こ
の
年
に
約
半
数
が
海
外
で
働
き
た
く
な
い
と
答

え
、
そ
の
比
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た）

（1
（

。
ま
た
、
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
が
実
施
し
た
二
〇
一
九
年
の
高
校
生
調
査
で
も
、

日
米
中
韓
の
四
カ
国
比
較
で
、「
海
外
留
学
に
興
味
が
あ
る
か
」

と
い
う
質
問
へ
の
回
答
で
「
あ
る
」「
や
や
あ
る
」
と
い
う
肯
定

的
な
回
答
は
日
本
が
一
番
低
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
母
国

の
ほ
う
が
暮
ら
し
や
す
い
か
ら
」「
外
国
で
一
人
で
生
活
す
る
自

信
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
消
極
的
な
姿
勢
の
回
答
が
多
く
、
こ
れ

ら
の
理
由
を
選
択
し
た
人
の
割
合
は
四
カ
国
中
で
日
本
が
最
も
高

か
っ
た）

（1
（

。

　

海
外
諸
国
と
比
較
し
た
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
若
者
の
内
向
き

指
向
を
示
す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
意
見
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
一
〇
年
あ
ま

り
、
日
本
の
高
校
生
の
大
学
受
験
に
関
し
て
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く

逆
の
現
象
が
起
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
は
一
部
の
メ
デ
ィ
ア

で
は
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
て
き
た
。
日
本
の
有
名
大
学
を
蹴
っ
て
海
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外
の
大
学
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
や
、
な
か
に
は
合
格
し
た
東
大
を

蹴
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
す
る
高
校
生
も
い
る
と
い
う
、

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出
し
の
記
事
も
散
見
さ
れ
る）

（1
（

。
た
だ
、

こ
う
し
た
記
事
は
極
小
な
事
実
で
読
者
を
煽
る
よ
う
な
も
の
で
も

な
い
。
そ
う
し
た
流
れ
が
存
在
し
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
否
定

し
よ
う
の
な
い
新
し
い
現
象
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

図
表
１
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
の
大
学
通
信
オ
ン
ラ
イ
ン
の

記
事
、
二
〇
二
〇
年
四
月
の
ア
エ
ラdot

の
記
事
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
そ
れ
に
筆
者
が
よ
り
最
近
の
各
校
の
Ｈ
Ｐ
や
問
い
合
わ
せ
か

ら
、
過
去
の
追
加
分
お
よ
び
近
年
の
数
値
を
つ
け
加
え
た
も
の
で

あ
る）

（1
（

。
こ
の
図
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ま
や
単
年
度
に

海
外
の
大
学
に
二
桁
の
合
格
者
を
出
す
高
校
は
珍
し
く
な
い
時
代

で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
高
校
は
単
年
度
に
二
桁
以
上
の
生
徒

が
海
外
大
学
に
合
格
し
た
高
校
の
一
部
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
中
に
は
広
尾
学
園
高
校
や
都
立
東
京
国
際
高
校
、
銘
渓
学
園

高
校
の
よ
う
に
、
単
年
度
で
三
桁
の
合
格
者
を
出
し
た
高
校
も
あ

る
。
二
〇
二
一
年
度
に
は
広
尾
学
園
が
二
二
二
名
（
二
〇
二
二
年

度
一
八
四
名
、
二
〇
二
三
年
度
一
四
八
名
）、
都
立
東
京
国
際
高

校
が
一
五
八
名
、
二
〇
二
三
年
度
に
は
銘
渓
学
園
高
校
が
一
二
一

名
の
合
格
者
を
単
年
度
に
出
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
合
格
者
数
は
、
通
常
学
校
側
が
公
表
す
る
も
の
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
延
べ
人
数
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
図
表
１
に
は
一
時
期
前
か
ら
す
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
数

字
が
並
ん
で
い
る）

（1
（

。
こ
の
図
表
の
元
に
な
っ
て
い
る
記
事
の
著

者
た
ち
に
よ
る
と
、
二
桁
以
上
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
高
校
は

二
三
校
（
安
田
、
二
〇
一
九
年
）、
二
四
校
（
吉
崎
・
緒
方
、

二
〇
二
〇
年
）
あ
る
と
い
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
桁
台
の
合

格
者
を
出
し
て
い
る
高
校
は
他
に
も
多
く
あ
る
。

　

海
外
大
学
へ
の
合
格
者
を
多
く
出
し
て
い
る
学
校
の
多
く
は
、

次
の
項
で
紹
介
す
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
の
認
証
を
得
て
い
る

学
校
（
通
称
Ｉ
Ｂ
校
）
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
う
で

は
な
い
学
校
も
あ
る
。
た
と
え
ば
国
内
難
関
大
学
へ
の
進
学
で
有

名
な
開
成
高
校
で
あ
る
。
同
校
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
二
桁
台
の
合

格
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
大
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
広

尾
学
園
も
Ｉ
Ｂ
校
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
〇
名
以

上
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
数
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
郁
文

館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
二
桁
台
の
合
格
者
を
出

し
て
い
る
が
Ｉ
Ｂ
校
で
は
な
い
。
た
だ
、
広
尾
学
園
に
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
が
あ
り
、
郁
文
館
は
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ

ル
高
校
と
い
う
校
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
認
証
を
得
て

い
な
く
て
も
、
海
外
大
学
へ
の
進
学
を
指
向
す
る
生
徒
た
ち
を
教

育
す
る
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
。
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図表 1　高校から海外の大学への進学状況

高校名
海外大学進学者の比率もしくは人数

備　考201（
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

クラーク記念国際
高校（北海道）

3（ 3（ 13 12 3 通信制高校で生徒数 4,103 名
（201（ 年）

ぐんま国際アカデ
ミー（群馬）

23 13 1（ 1（ 4 IB 校、1 条校、卒業生数は
（0 名前後。

茗渓学園高校（茨
城）

201（ 年から 2022 年までの 4 年
で 2（1

121 IB 校、日本語 DP、1 条校、
卒業生 2（0 名。

郁文館グローバル
高校（東京）

4（ 21 1（ 20 4 22 年度の卒業生 （（ 名、201（
年度合格者 （2 名。

開成高校（東京） 13
（（）

3（
（10）

2（
（（）

21
（（）

（
（2）

（ ）内は実進学者数、1 条校

渋谷教育学園渋谷
高校（東京）

（3 （（ 2（ 30 3（ IB 校、1 条校、生徒数は 1
学年 200 名前後。

玉川学園高等部
（東京）

23 ― 21 3（ 1（ IB 校、1 条校、高校の募集
人数は一般が （0 名程度、IB
クラスが若干名、中学は一
般が 100 名程度、IB クラス
が 1（ 名程度、帰国生が若干
名であった。

東京学芸大学付属
国際中等教育学校

（東京）

2（ 4（ 3（ 43 43 IB 校、日本語 DP、1 条校、
各年の卒業生約123～133名。

都立東京国際高校
（東京）

（1 （0 1（（ （3 （（ IB 校、1 条校、IB コースが
中心。

広尾学園高校（東
京）

（4 （（ 222 1（4 14（ 募集人員は中学 240 名、高
校は若干名。1 条校。

開智日本橋学園高
校（東京）

― ― （ 1（ 42 IB 校、日本語 DP、1 条校、
2023 年度が卒業 3 期生。

県立横浜国際高校
（神奈川）

― ― ― ― 24 IB 校、日本語 DP、1 条校。
IB の募集人員は 20 名程度、
帰国生は （ 名程度。

加藤学園曉秀高校
（静岡）

1（
（12%）

1（ 1（ ― 3（ IB 校、1 条 校、2023 年 （ 月
の卒業生は 114 名。
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コリア国際学園高
等部（大阪）

― ― ― ― （4 IB 校、日本語 DP、（4 名の
合格者のうち韓国の大学が
（1 名。

AICJ 高校（広島） ― 40 20 42 42 IB 校、1 条校、海外大学へ
はほとんどが IB コースか
ら。IB コースの生徒数は 1
学年 20 人前後から 30 数人。

沖縄尚学高校（沖
縄）

（3 （4 （（ 3（ 3 IB 校、日本語 DP、1 条校。

資料出所：�安田賢治「海外名門大学に強い学校」大学通信オンライン 2019 年 11 月 21 日、および
吉崎洋夫・緒方麦高「海外の大学に強い高校は ? 注目は『日本にいながら異文化体験で
きる』公立校」アエラ dot、2020 年 4 月 25 日。それ以外は各校の HP から。

注：�1．�上記の 2019 年度の数値は安田から、2020 年度は吉崎・緒方から、2021 年度と備考の情報
は筆者が各校のホームページから得た情報に基づく。安田の記事がベースにあり、海外大
学への進学者数が多い高校と全学生に対する比率が二桁以上の高校の一部をピックアップ
して掲載した。しかし、安田によると海外大学への合格者が二桁にのぼる高校は 23 校、吉
崎・緒方によると 24 校あったとされる。

　　2．�IB 校は国際バカロレア認定校であることを、1 条校は日本の大学受験資格が得られる学校
を意味する。また、IB 校、1 条校の記載がない学校はすべて 1 条校である。

　　3．�人数は延べ人数だと推測するが、確認できていない。また、―印は不明か該当者なしを意
味する。

　　4．�東京学芸大付属国際中等は2016年以降の合格者数を公表している。2016年9人、17年11人、
18 年 33 人。

　　5．�開成高校は 2013 年からの合格者数を公表している。（）内は実進学者数。2013 年 6 人（3）、
14 年 5 人（1）、15 年 17 人（6）、16 年 7 人（1）、17 年 22 人（7）、18 年 10 人（6）。

　　6．�都立東京国際高校は IB コースが中心だが、公表されている資料では全体との区別が明確で
ない。他年度は大きな開きがあるようには見えないが、2021 年度は IB コースからの海外大
学への進学者は 72 名であるのに対し、全体では 158 名となっている。

　　7．�広尾学園高校も 2013 年からの合格者数を公表している。各年の合格者数は 2013 年 15 人、
14 年 9 人、15 年 9 人、16 年 29 人、17 年 18 人、18 年 82 人であった。

　　8．�沖縄尚学高校も 2013 年からの合格者数を公表している。各年の合格者数は 2013 年 12 人、
14 年 11 人、15 年 20 人、16 年 18 人、17 年 22 人、18 年 38 人であった。
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あ
る
意
味
で
驚
き
は
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
で
あ
る
。
こ
の

高
校
は
通
信
制
の
高
校
で
、
全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
展
開
し
、
全

校
生
徒
数
は
四
、〇
〇
〇
名
を
超
え
る
。
こ
こ
も
Ｉ
Ｂ
認
証
を
得

て
い
る
高
校
で
は
な
い
が
、
二
〇
一
九
年
度
と
二
〇
年
度
に
は
そ

れ
ぞ
れ
三
九
人
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
生
徒
数
が
多
い
こ
と

を
勘
案
し
て
も
、
従
来
の
通
信
制
高
校
の
常
識
を
覆
す
も
の
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
四
校
は
い
ず
れ
も
Ｉ

Ｂ
認
証
を
得
て
い
る
高
校
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
高
校
に
も
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る
高
校
は
多
く
、
そ
の
内
容
は

様
々
で
あ
る
。

海
外
の
大
学
に
は
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
高
校
生
が
進
学
し
て

い
る
？

　

た
だ
、
こ
れ
ら
海
外
の
大
学
に
合
格
し
た
生
徒
た
ち
が
、
実
際

に
み
な
こ
れ
ら
の
大
学
に
進
学
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
考
え

ら
れ
る
生
活
上
の
不
便
や
不
安
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
日
本
で
の

就
職
な
ど
を
考
え
て
、
海
外
の
有
名
大
学
に
合
格
し
て
も
日
本
の

大
学
に
進
学
す
る
生
徒
は
多
い
よ
う
だ
。
あ
る
い
は
一
生
懸
命
英

語
を
勉
強
し
て
い
て
、
力
試
し
で
受
験
す
る
と
か
記
念
受
験
す
る

と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
高
校
側
に
話
を
聞
い
て
も
、

実
数
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
、
公
表
し
て
い
な
い
等
の
理
由
か

ら
、
実
数
に
つ
い
て
は
実
態
が
わ
か
り
に
く
い
。

　

た
だ
、
図
表
１
に
も
あ
る
よ
う
に
、
開
成
高
校
は
合
格
し
た
海

外
の
大
学
に
実
際
に
進
学
し
た
生
徒
の
実
数
を
公
表
し
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
度
は
合
格
者
一
三
名
の
う
ち
五
名
、
二
〇
年
度
は

三
六
名
に
対
し
て
一
〇
名
、
二
一
年
度
は
二
八
名
に
対
し
て
六

名
、
二
二
年
度
は
二
一
名
に
対
し
て
六
名
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

こ
の
実
進
学
者
数
を
多
い
と
み
る
か
少
な
い
と
み
る
か
。
い
く
つ

か
の
高
校
に
尋
ね
て
み
る
と
、
実
際
に
進
学
す
る
生
徒
は
多
く
な

い
と
い
う
学
校
が
多
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
な
か
で
上
述
の
ク

ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
は
合
格
者
数
も
延
べ
人
数
で
は
な
く
実
人

数
で
、
し
か
も
多
く
が
海
外
の
大
学
に
進
学
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
点
で
も
こ
の
学
校
は
注
目
に
値
す
る
。

　

こ
う
し
た
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
と
ら
え
、
海
外
大
学

の
受
験
を
目
標
に
し
た
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
受
験
予
備
校
も

あ
る）

（1
（

。
日
本
の
高
校
か
ら
海
外
の
大
学
に
進
学
を
考
え
る
場
合
、

こ
う
い
う
予
備
校
を
利
用
し
て
い
る
者
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
う
い
う
予
備
校
等
は
大
都
市
圏
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

に
限
ら
れ
る
と
は
思
う
が
、
い
ま
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
や
指

導
も
可
能
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。
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海
外
の
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
を
最
も
早
く
か
ら
指
導
し
て
き

た
受
験
塾
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ル
ー
ト
Ｈ
」
で
は
、
東
大
と
海
外
の

大
学
双
方
に
合
格
し
た
二
七
人
が
全
員
東
大
を
蹴
っ
て
、
海
外
の

大
学
に
進
学
し
た
と
い
う）

（1
（

。
ル
ー
ト
Ｈ
は
Ｈ
Ｐ
で
、
二
〇
一
〇

年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
お
け
る
受
講
生
一
三
五

名
の
進
学
状
況
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
二
三
年
一
一
月
末
現

在
））

11
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
一
三
五
名
の
う
ち
日
本
の
大
学
に
進
学
し

た
生
徒
は
九
人
で
、
他
の
一
二
六
人
は
す
べ
て
海
外
の
大
学
に
進

学
し
て
い
る
。
海
外
の
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
の
う
ち
東
大
を

蹴
っ
て
海
外
の
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
が
三
二
人
い
て
、
そ
の
中

に
は
東
大
の
理
三
（
医
学
部
）
に
合
格
し
て
い
た
生
徒
も
い
る
。

こ
れ
ら
の
生
徒
が
進
学
し
た
大
学
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
大
学
や
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
な
ど
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
、
こ
れ
ら
の
国
を
代
表
す
る
有
名
大
学
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
ル
ー
ト
Ｈ
で
海
外
大
学
へ
の
実
進
学
者
が
こ

れ
ほ
ど
多
い
の
は
、
最
初
か
ら
海
外
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
し
て

受
講
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ル
ー
ト
Ｈ
以
外
に
も
、
河
合
塾
の
よ
う
に
、
海
外
大
学
進
学
用

の
特
別
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
予
備
校
も
あ
る
。
ま
た
、
受
験

予
備
校
の
他
に
も
、
海
外
の
大
学
進
学
を
目
的
に
し
た
コ
ー
ス
を

設
け
て
い
る
語
学
学
校
や
留
学
ア
ド
バ
イ
ス
機
関
な
ど
、
海
外
留

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
る
機
関
は
数
多
く
あ
る
。
こ
う
し

た
全
体
的
な
流
れ
が
海
外
大
学
へ
の
進
学
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
時
代
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
日

本
の
大
学
受
験
に
地
殻
変
動
と
も
い
う
べ
き
変
化
が
起
き
て
い

る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
積
極
的
に
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
掲
げ
、
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
の
認
証
を
得
て
、
授
業
も
外
国
語
で
行
わ
れ
て
い
る
高

校
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

⑵　

�

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
校
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、

全
寮
制
高
校
を
経
由
し
て
の
海
外
大
学
へ
の
進
学

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
あ
る
い
は
海
外
大
学
へ
の
進
学
を
考
え
る
と

き
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
と
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
、
あ
る
い
は
小
中
高
ま
た
は
中
高
の
一
貫
教
育
を
行
っ
て

い
る
全
寮
制
の
学
校
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
時
に
、
後
述

の
日
本
語
Ｄ
Ｐ
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も

簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
日
本
語
Ｄ
Ｐ
が
日
本
で
Ｉ
Ｂ
認
定
校
が
急

増
し
て
い
る
最
大
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。



（13）

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
認
定
校

　

図
表
１
に
掲
げ
た
高
校
の
多
く
は
、
授
業
の
ほ
と
ん
ど
を
英

語
、
仏
語
、
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
語
（
日
本
で
は
実
質
的
に
英

語
）
で
行
う
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
（
通
称
Ｉ
Ｂ
校
）
に
な
っ

て
い
る）

1（
（

。
図
表
１
の
備
考
欄
に
Ｉ
Ｂ
校
と
あ
る
の
は
、
そ
の
学

校
が
Ｉ
Ｂ
認
定
校
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
校

で
は
海
外
の
大
学
を
受
験
し
、
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
い
。

大
学
進
学
に
は
Ｉ
Ｂ
校
で
Ｄ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
Ｄ
Ｐ
と
省
略

す
る
）
の
修
了
資
格
が
必
要
に
な
る
。
Ｄ
Ｐ
で
所
定
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
二
年
間
履
修
し
、
所
定
の
成
績
（
四
五
点
満
点
中
二
四
点

以
上
）
を
収
め
る
と
修
了
資
格
が
得
ら
れ
、
世
界
の
多
く
の
大
学

へ
の
応
募
資
格
が
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
大
学
に
よ
っ
て
要
求
さ

れ
る
点
数
は
異
な
り
、
有
名
大
学
に
な
る
ほ
ど
要
求
す
る
点
数
が

高
く
な
る
の
は
い
ず
れ
の
国
で
も
同
じ
で
あ
る
。
英
語
圏
の
有
名

大
学
の
場
合
、
四
五
点
満
点
の
う
ち
四
〇
点
（
九
〇
％
弱
）
前
後

の
点
数
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
い
、
き
わ
め
て
難
し
い
。
ま
た
、

こ
の
点
数
だ
け
で
な
く
、
Ｄ
Ｐ
修
了
生
受
け
入
れ
可
否
の
条
件
は

各
大
学
ま
ち
ま
ち
で
統
一
し
た
基
準
は
な
い
。

　

二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日
時
点
で
国
内
の
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校

は
一
六
二
校
、
そ
の
中
で
海
外
も
含
め
た
大
学
入
学
に
必
要
な
Ｄ

Ｐ
認
定
校
は
六
七
校
（
そ
の
中
で
、
後
述
の
日
本
語
で
の
授
業
も

可
能
な
日
本
語
Ｄ
Ｐ
校
は
三
四
校
）
で
、
申
請
中
の
候
補
校
は
八

校
で
あ
っ
た
（
ち
な
み
に
Ｐ
Ｙ
Ｐ
校
は
認
定
校
五
九
校
、
候
補
校

三
五
校
、
Ｍ
Ｙ
Ｐ
校
は
認
定
校
三
六
校
、
候
補
校
一
一
校
で
あ
っ

た
）。
候
補
校
が
こ
れ
だ
け
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｉ
Ｂ
認
定

校
は
現
在
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
一
つ

の
学
校
が
二
つ
、
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
二
校
、
三
校
と
重
複
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
数
の

総
数
が
そ
の
ま
ま
実
認
定
校
の
総
数
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
法
第
一
条
に
定
め
る
学
校
、
す
な
わ
ち
学
習

指
導
要
領
に
沿
っ
た
教
育
を
行
い
、
卒
業
す
る
と
日
本
国
内
の
上

級
学
校
へ
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
一
条
校
は
七
四

校
あ
る
。
そ
の
中
で
日
本
の
大
学
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
Ｄ
Ｐ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
備
え
て
い
る
学
校
は
三
四
校
で
あ
る
。
Ｄ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
備
え
て
い
る
学
校
で
日
本
語
Ｄ
Ｐ
実
施
校
で
な
い
学
校
の

多
く
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
が
、
例
外
は

一
二
校
あ
る
。
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
（
群
馬
）、
玉
川
学
園

高
等
部
（
東
京
）、
東
京
都
立
国
際
高
校
（
東
京
）、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ア
ジ
ア
軽
井
沢
（
長
野
）、
帝
京

大
学
可
児
高
等
学
校
（
岐
阜
）、
加
藤
学
園
曉
秀
高
校
（
静
岡
）、

国
際
高
校
（
愛
知
）、
名
古
屋
国
際
高
校
（
愛
知
）、
立
命
館
宇
治

高
等
学
校
（
奈
良
）、
大
阪
国
際
高
校
（
大
阪
）、
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
高
等
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学
校
（
広
島
）、
リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
中
高
学
部
（
福
岡
）

の
一
二
校
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
は
い
ず
れ
も
日
本
語
Ｄ
Ｐ
校

で
は
な
い
が
一
条
校
で
あ
る
。
日
本
語
Ｄ
Ｐ
実
施
校
で
は
な
い
こ

れ
ら
の
学
校
で
は
、
国
語
（
日
本
語
）
な
ど
一
部
の
科
目
を
除
い

て
、
基
本
的
に
授
業
は
す
べ
て
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
が
英
語
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
実
施
校
の
な

か
に
も
一
条
校
で
は
な
い
学
校
が
二
校
あ
る
。
コ
リ
ア
国
際
学
園

（
大
阪
）
と
関
西
国
際
学
園
（
兵
庫
）
で
あ
る
。

日
本
語
Ｄ
Ｐ
の
成
立
過
程

　

話
は
前
後
す
る
が
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
そ
れ
が
日
本
で
Ｉ
Ｂ

校
が
急
増
し
た
最
大
の
要
因
だ
か
ら
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、

Ｉ
Ｂ
は
英
語
、
仏
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
い
ず
れ
か
で
授
業
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
日
本
語
が
加
え
ら
れ
、
一
部
の
科

目
を
除
い
て
、
日
本
語
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
二
〇
一
三
年
五
月
二
八
日
の
閣
議
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
基
本
方
針
を
決
定
し
、
続
け
て
翌
六
月
一
四
日
に
は
「
日
本

再
興
戦
略
～JA

PA
N

 is BA
CK

～
」
を
承
認
・
決
定
し
た
。
こ

れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
も
視
野
に
入
れ
る
も
の
で
あ
っ

た）
11
（

。
こ
れ
に
基
づ
い
た
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
戦
略
の
一
環
と

し
て
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
文
科
省
内
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
翌
二
〇
一
四
年
四
月
、

Ｉ
Ｂ
校
拡
大
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
関
す

る
提
言
を
ま
と
め
、
報
告
書
を
発
表
し
た）

11
（

。
上
述
の
日
本
再
興

戦
略
の
な
か
で
は
二
〇
一
八
年
ま
で
に
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
を

二
〇
〇
校
に
す
る
と
宣
言
し
、
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ま

で
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
は
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
い

ず
れ
か
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
日
本
政
府
が
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機

構
本
部
と
交
渉
し
、
一
部
科
目
を
除
い
て
日
本
語
で
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た）

11
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に
認
め
ら
れ
た
Ｄ
Ｐ
は

通
常
「
日
本
語
Ｄ
Ｐ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
代
前
半

期
、
Ｄ
Ｐ
認
定
校
の
多
く
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
以
外
の
学
校
も
増
え
て
い
っ
た
。
日

本
語
Ｄ
Ｐ
は
そ
う
し
た
増
加
の
一
因
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
ま
で
に
Ｉ
Ｂ
校
二
〇
〇
校
を
設
置
す
る
と
い
う
当

初
の
目
標
は
達
成
さ
れ
ず
、
そ
の
後
政
府
は
目
標
年
を
二
〇
二
〇

年
に
延
期
し
、
さ
ら
に
二
〇
二
一
年
の
閣
議
決
定
で
は
二
〇
二
二

年
ま
で
と
先
送
り
さ
れ
た
。
し
か
し
二
〇
二
三
年
三
月
、
文
科
省

は
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
等
数
」
が
目
標
の
二
〇
〇
校
を
達

成
し
た
と
宣
言
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
認
定
校
等
数
の
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「
等
」
に
は
含
み
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
未
だ
認
定
さ
れ
て
い
な
い

候
補
校
も
含
ま
れ
て
い
る）

11
（

。
二
〇
一
三
年
、
Ｉ
Ｂ
校
二
〇
〇
校

設
置
目
標
を
宣
言
し
た
当
時
の
文
部
科
学
大
臣
、
下
村
博
文
氏

は
、
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
環
と
し
て
、
当
時
六
万
人
だ
っ
た

日
本
人
の
海
外
留
学
生
を
倍
増
さ
せ
る
と
も
し
て
い
た）

11
（

。
し
か

し
、
後
に
見
る
よ
う
に
そ
の
後
も
横
ば
い
か
微
増
に
と
ど
ま
り
、

増
加
し
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
て
留
学
生
数
が
伸
び
悩
む
な
か
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
が
認
め

ら
れ
て
か
ら
Ｉ
Ｂ
認
定
校
は
急
増
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
新
た
な

留
学
パ
タ
ー
ン
が
出
て
く
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
従
来
は
留

学
と
い
う
と
、
ま
ず
は
日
本
の
大
学
や
大
学
院
に
入
学
し
、
在
学

中
に
、
あ
る
い
は
卒
業
後
に
海
外
の
大
学
に
留
学
す
る
と
い
う
の

が
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
図
表
１
で
も
見
た

よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
教
育
が
普
及
し
て
か
ら
は
、
日
本
の
高
校
を
卒
業

し
て
直
に
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る
と
い
う
、
新
た
な
動
き
が
出

て
拡
大
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
全
寮
制
の
学
校

　

海
外
の
大
学
へ
の
進
学
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
も
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
。
日
本
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
歴
史
は
古
く
、
時
代
が
江
戸

か
ら
明
治
に
移
っ
て
間
も
な
く
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
も
と
も
と
は
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
の
子
弟
を
対
象

に
英
語
で
教
育
を
行
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
中
に
は
生
徒
の
多
く
が
日
本

人
で
、
多
様
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
時
代
的
趨
勢
の
な
か
で

外
国
人
も
受
け
入
れ
、
か
な
り
の
比
率
で
外
国
人
が
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
一
条
校
で
な
い
場
合
が
多

い
が
、
Ｉ
Ｂ
校
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
海
外
の
多
く
の
国
の
大
学

へ
の
進
学
は
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
近
年
、
全
人
教
育
や
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
う
た
っ
て
設
立
さ
れ
た
一
貫
教
育
を

行
っ
て
い
る
全
寮
制
の
学
校
（
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
学
校
も
Ｉ
Ｂ
校
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
ら
の

学
校
の
多
く
は
広
く
海
外
か
ら
も
生
徒
を
募
集
し
て
い
る
。
な
か

に
は
一
条
校
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
進
学
は
日
本
の

大
学
で
あ
る
こ
と
も
海
外
の
大
学
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
全
寮
制

の
学
校
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
学
校
名

の
他
、
カ
ッ
コ
内
に
設
置
場
所
、
設
置
年
、
Ｉ
Ｂ
校
か
否
か
を
順

に
記
す
が
、
Ｉ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
希
望
者
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。

ま
た
そ
の
項
目
が
記
載
な
し
の
場
合
は
不
明
を
意
味
す
る
。
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英
数
学
館
（
広
島
県
福
山
市
、
二
〇
〇
七
年
、
Ｉ
Ｂ
校
、
一

条
校
）

リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
（
福
岡
県
筑
紫
野
市
、
二
〇
一
〇 

年
、
Ｉ
Ｂ
校
、
一
条
校
）

U
W

C ISA
K

 JA
PA

N

（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・

カ
レ
ッ
ジ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
ジ
ャ
パ
ン
、
長
野
県
軽
井
沢
町
、

二
〇
二
〇
年
四
月
、
Ｉ
Ｂ
校
、
一
条
校
）

白
馬
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
長
野
県
軽
井
沢

町
、
二
〇
二
二
年
八
月
、
一
条
校
）

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ
パ
ン

（
岩
手
県
八
幡
平
市
、
二
〇
二
二
年
八
月
）

国
際
高
等
学
校N

U
CB International College

（
愛
知
県

日
進
市
、
二
〇
二
二
年
九
月
、
Ｉ
Ｂ
校
、
一
条
校
）

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
（
千
葉
県
柏
市
、
二
〇
二
三

年
九
月
）

　

以
上
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
二
、三
年
の
開
設
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
も
新
し
い
動
き
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ロ

ウ
校
と
ラ
グ
ビ
ー
校
の
よ
う
に
Ｉ
Ｂ
校
で
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
二
校
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
あ
る
本
校
の
系
列
校
で
、
伝
統

的
な
英
国
式
教
育
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
、
英
語
に
よ
る
教
育
を

唱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
校
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
有
名
な
、
い
わ
ば

イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
学
校
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
た
だ
、
全
寮
制

の
学
校
は
、
授
業
料
に
寮
費
な
ど
を
含
め
て
年
間
数
百
万
円
か
ら

一
千
万
円
前
後
と
、
き
わ
め
て
高
額
で
あ
る）

11
（

。
中
学
か
ら
と
な

る
と
、
一
般
家
庭
で
は
と
う
て
い
負
担
し
き
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
費

用
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
英
語
を
ベ
ー
ス
に
し
た
留
学
が
増
え
て
く
る
と
、
大

学
で
の
留
学
は
英
語
圏
の
国
に
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、

実
際
は
そ
う
で
も
な
い
。
日
本
の
大
学
で
も
そ
う
だ
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
限
ら
ず
多
く
の
国
の
大
学
は
、
留
学
生
獲
得
の
た

め
に
英
語
で
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
日
本
の
大
学
も
競
っ
て

海
外
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
、
海
外
の
大
学
と
交
流
を
進
め
て

い
る
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
は
そ
の
国
の
言
語
と
は
異
な
る
英
語

コ
ー
ス
で
の
交
換
交
流
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
国
の
こ
と
を
本

当
に
知
ろ
う
と
思
え
ば
、
そ
の
国
の
言
語
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
、
と
り
あ
え
ず
は
英
語
で
そ
の
国
の
こ
と
を
勉
強

す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
留
学
生
の
ど
れ
く
ら
い
が
そ
う
い

う
留
学
を
選
ん
で
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
う
い
う

選
択
も
可
能
で
あ
る
。
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
の
多

く
も
、
実
は
、
そ
う
い
う
英
語
コ
ー
ス
に
在
籍
し
て
い
る
。
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中
高
生
留
学
の
現
状

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
は
、
中
高
生
だ
け

で
は
な
く
、
私
立
の
小
学
校
や
よ
り
幼
少
期
の
教
育
に
も
影
響
を

与
え
、
英
語
教
育
や
国
際
化
を
謳
う
保
育
園
や
幼
稚
園
が
増
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
英
語
化
の
動
き
は
、
中
高
生
の
海
外
留
学
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
で
は
、
中
高
生
、
と
く
に
日
本
の
高
校
に

在
学
し
て
い
る
高
校
生
た
ち
の
留
学
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
高
校
を
卒
業
し
て
海
外
の
大
学
に
留
学
す
る
と
い
う
場
合
の

留
学
と
違
っ
て
、
短
期
の
体
験
留
学
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。

　

民
間
の
留
学
ア
ド
バ
イ
ス
機
関
で
構
成
さ
れ
る
海
外
留
学
協
議

会
（
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｓ
）
は
、
傘
下
の
四
〇
社
前
後
で
継
続
的
に
留
学
状

況
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年
以

降
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
一
九
年
で
、
留
学
生
の
数
は
八
〇
、五
六
六

人
で
あ
っ
た
。
目
的
別
の
内
訳
で
は
語
学
留
学
が
七
割
弱
を
占
め

て
い
る
が
（
三
ヶ
月
未
満
が
全
留
学
生
の
半
分
以
上
、
三
ヶ
月
以

上
が
一
三
％
）、
中
学
、
高
校
生
の
留
学
は
全
体
の
二
割
近
く
を

占
め
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
を
文
科
省
の
調
査
で
見
る
と
、
こ
こ
一
〇

数
年
で
高
校
生
の
留
学
者
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
二
〇
一
七
年

で
、
四
万
六
千
人
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
九
〇
％
以

上
は
期
間
三
ヶ
月
未
満
の
短
期
留
学
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
以

降
の
推
移
を
み
て
も
九
〇
％
前
後
は
滞
在
三
ヶ
月
未
満
で
あ
る
。

高
校
生
の
留
学
は
体
験
型
学
習
に
近
く
、
お
試
し
の
性
格
が
強

い
。
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
留
学
し
た
い
と
思
え
る
か
ど
う
か
を

み
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
短
期
留
学

と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
納
得
で
き
る
。
ま
た
、
文
科
省
が
提
供
し
て

い
る
留
学
へ
の
財
政
支
援
が
短
期
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ま
見
た
高
校
生
の
留
学
が
短
期
の
体
験
型
で
あ
る
に
し
て

も
、
ま
た
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
海
外
の
大
学
に
留
学
す
る
高
校

生
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
海
外
留
学

は
大
学
生
や
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
大
学
や
大
学

院
を
卒
業
し
て
か
ら
と
い
う
従
来
の
留
学
パ
タ
ー
ン
に
、
明
ら
か

な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四　

日
本
の
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
謳
う
政
府
の
教
育
事
業
は
、
高
等
教
育
分
野

で
も
次
々
と
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
に
は
大

学
の
み
な
ら
ず
、
短
大
や
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
こ
れ
に

は
日
本
語
学
校
な
ど
も
入
る
）
な
ど
も
入
る
が
、
こ
こ
で
は
大
学

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
て
い
く
。
政
府
の
事
業
に
は
、
た
と
え
ば
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海
外
留
学
の
推
進
、
海
外
か
ら
よ
り
多
く
の
留
学
生
を
呼
び
込
め

る
よ
う
、
英
語
で
学
位
取
得
が
可
能
な
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
へ
の

支
援
、
経
済
界
へ
は
外
国
人
留
学
生
の
採
用
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推

進
の
呼
び
か
け
等
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
し

た
の
は
、
政
府
の
「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」
で
あ
っ
た）

11
（

。
そ

れ
は
二
〇
二
〇
年
を
メ
ド
に
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
三
〇
万
人
に

増
や
す
、
そ
し
て
学
び
だ
け
で
は
な
く
「
高
度
人
材
受
入
れ
と
も

連
携
さ
せ
な
が
ら
…
優
秀
な
学
生
を
戦
略
的
に
獲
得
し
て
い
く
」、

す
な
わ
ち
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
日
本
国
内
で
の
就
職
を
促
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
外
国
人
留
学
生
増
加
策
の
一
環

と
し
て
、
英
語
の
み
に
よ
っ
て
学
位
取
得
が
可
能
に
な
る
よ
う
に

学
部
や
大
学
院
を
設
置
し
、
あ
る
い
は
コ
ー
ス
を
開
設
す
る
こ
と

で
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
。
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推

進
の
た
め
に
特
定
の
大
学
を
選
別
し
、
そ
こ
に
予
算
を
重
点
配
分

す
る
な
ど
、
後
述
の
グ
ロ
ー
バ
ル
三
〇
や
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
は
こ
の
と
き
す
で
に
視
野
に
入
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
外
国

人
教
員
を
増
や
し
、
日
本
人
留
学
生
も
増
や
す
、
そ
の
た
め
に
財

政
支
援
も
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
あ
る
も
の
は
そ
の
後
民
主
党
政
権

下
で
行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会
議
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
仕
分
け
」
の

対
象
に
な
り
、
予
算
削
減
さ
れ
、
あ
る
い
は
一
端
廃
止
さ
れ
た
り

し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
は
大
学
側
か
ら
も
強
い
批
判
が
あ

り
、
主
要
な
大
学
の
総
長
名
で
当
時
の
菅
直
人
首
相
に
意
見
書
が

出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
予
算
は
削
減
さ
れ
た
も
の
の
再
び

復
活
す
る
な
ど
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
日
本
の
大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
進
行
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
業
の
一
つ
が
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
通
称
グ

ロ
ー
バ
ル
三
〇
）
で
、
こ
の
事
業
に
は
二
〇
〇
九
年
に
国
立
七
大

学
、
私
立
六
大
学
の
計
一
三
大
学
が
採
択
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年

に
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
（
通
称
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
事
業
が
開
始

さ
れ
、
世
界
の
大
学
と
伍
し
て
い
け
る
大
学
と
い
う
位
置
づ
け
の

ト
ッ
プ
型
に
は
国
立
一
一
大
学
、
私
立
二
大
学
の
一
三
大
学
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型
と
し
て
国
立
一
〇
大
学
、
公
立
二
大
学
、
私

立
一
二
大
学
の
二
四
大
学
が
採
択
さ
れ
た）

1（
（

。
こ
う
し
た
流
れ
の

な
か
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
で
は
英
語
の
社
内
公
用
語
化
論
が
話

題
に
な
り
、
ま
た
、
実
際
、
採
用
や
昇
進
な
ど
、
人
事
判
断
に
英

語
力
を
加
味
す
る
企
業
が
増
え
て
い
っ
た）

11
（

。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

一
つ
は
海
外
大
学
と
の
協
定
に
基
づ
く
交
流
で
あ
る
。
二
〇
一
六

年
度
に
国
公
私
立
合
わ
せ
て
三
八
、二
六
四
件
だ
っ
た
協
定
数
は

二
〇
二
〇
年
度
に
は
四
九
、八
九
七
件
に
増
え
た
。
こ
の
間
、
協

定
数
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増
え
て
き
た
が
、
こ
れ
に
は
実
質
的
な
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ペ
ー
パ
ー
協
定
（
協
定
に
調
印
し
た
だ
け
で
、
学
生
交
流
も
教
員

の
交
流
も
あ
ま
り
な
い
状
態
）
も
あ
り
得
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
評
価
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

文
科
省
は
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
指
標
の
ひ
と
つ
を
、
英
語
に

よ
る
授
業
の
数
、
あ
る
い
は
英
語
だ
け
で
卒
業
で
き
る
学
部
、
学

科
、
専
攻
科
等
の
数
に
置
い
て
い
た
。
そ
れ
で
見
る
と
一
時
期
か

ら
す
る
と
増
え
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
横
ば
い
状
態
に
あ
る
。

た
と
え
ば
英
語
に
よ
る
授
業
の
み
で
卒
業
で
き
る
学
部
・
学
科
を

設
置
し
て
い
る
大
学
は
、
全
国
約
八
〇
〇
大
学
の
な
か
で
四
〇
数

大
学
、
割
合
に
し
て
六
％
弱
、
学
部
数
は
九
〇
ほ
ど
で
、
平
均
で

は
一
大
学
二
学
部
（
学
科
）
が
あ
る
計
算
に
な
る
。
大
学
院
に
な

る
と
そ
の
数
は
増
え
、
大
学
数
で
は
一
一
八
（
一
八
％
）、
研
究

科
の
数
で
は
二
九
三
に
な
る
。
一
部
の
科
目
を
英
語
で
授
業
を
実

施
し
て
い
る
大
学
、
あ
る
い
は
学
部
、
学
科
は
当
然
こ
れ
よ
り
も

多
く
な
る）

11
（

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
英
語
圏
諸
国
に
比
べ
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の

認
知
度
が
低
か
っ
た
日
本
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
環
と
し
て

Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
た
入
試
を
行
う
大
学
が
増
え
て
き
た
。
そ
れ
は
日

本
語
Ｄ
Ｐ
の
導
入
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
の

活
用
方
法
や
入
試
の
実
施
方
法
は
各
大
学
で
異
な
る
も
の
の
、
Ｉ

Ｂ
活
用
入
試
を
実
施
し
て
い
る
大
学
は
、
二
〇
二
三
年
一
月
段
階

で
国
公
私
立
あ
わ
せ
約
八
〇
〇
あ
る
大
学
の
中
で
七
七
大
学
あ
っ

た
（
一
大
学
が
複
数
学
部
で
活
用
し
て
い
て
も
一
大
学
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
））

11
（

。
推
薦
入
試
や
特
別
入
試
と
し
て
実
施
し

つ
つ
、
そ
こ
に
何
ら
か
個
別
条
件
を
付
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど

の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
も
含
め
た
Ｄ
Ｐ
修
了
生
た

ち
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
で
付
さ
れ
る
条
件
が
狭
く
、
か
つ
実
施
大

学
の
数
が
少
な
い
こ
と
な
ど
、
日
本
国
内
で
の
進
路
選
択
に
は
制

約
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｂ
校
拡
大
の
課
題
の
ひ
と
つ
は
Ｉ
Ｂ
教
育
の
た
め
の

教
員
養
成
で
あ
る
。
Ｉ
Ｂ
教
育
に
と
っ
て
英
語
で
授
業
を
行
う
こ

と
は
必
須
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
い
ず
れ

の
段
階
に
お
い
て
も
日
本
に
は
十
分
な
教
師
が
い
な
い
と
い
う
の

が
実
情
で
あ
る
。
一
時
期
政
府
は
そ
の
た
め
の
教
員
研
修
を
行
っ

た
も
の
の
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
ほ
ん
の
一
部
の
教
員
を
対
象
に
行

わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た）

11
（

。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
教
員
は
Ｉ
Ｂ
に

特
化
し
た
科
目
に
も
対
応
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
教
員
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
が
日
本
の
大
学
に
は
な
か
っ

た
。

　

Ｉ
Ｂ
校
拡
大
の
機
運
の
な
か
で
、
そ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、

玉
川
大
学
は
二
〇
一
四
年
四
月
、
日
本
で
始
め
て
大
学
院
に
Ｉ
Ｂ

教
員
養
成
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
筑
波
大
学
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（
二
〇
一
七
年
）、
国
際
基
督
教
大
学
（
二
〇
一
九
年
）
も
大
学
院

に
、
さ
ら
に
都
留
文
科
大
学
と
岡
山
理
科
大
学
（
い
ず
れ
も

二
〇
一
七
年
）
や
関
西
学
院
大
学
（
二
〇
一
九
年
）
に
も
学
部
レ

ベ
ル
で
Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
他
方
、
日
本
の

大
学
を
出
て
い
な
い
外
国
人
教
員
の
採
用
も
可
能
か
つ
よ
り
容
易

に
な
る
よ
う
、
二
〇
一
四
年
、
文
科
省
は
特
別
免
許
状
の
授
与
に

関
す
る
指
針
を
策
定
し
、
採
用
権
限
の
あ
る
都
道
府
県
の
教
育
委

員
会
に
通
知
し
て
い
る
。

日
本
人
留
学
生
は
増
え
た
か

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
府
は
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
目
標
の
ひ
と
つ
は
海
外
か
ら
よ
り
多

く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
よ
り
多
く
の
日
本
人
を
海
外
の
大
学

に
送
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
問
題
は
、
長
期
低
落
傾
向

に
あ
っ
た
留
学
生
送
り
出
し
の
方
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
後
の
日
本
経
済
の
長
期
停
滞
、
国
内
市
場
の
逼
迫
等
が

あ
り
、
企
業
が
海
外
で
の
市
場
開
拓
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し

て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
政
府
も

企
業
も
、
内
向
き
志
向
が
言
わ
れ
る
若
者
た
ち
に
海
外
に
出
て
、

学
び
、
国
際
性
や
多
様
性
を
受
容
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
言
わ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
で

あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
、
海
外
に
出
て
い
く
日
本
人
留
学
生
は
増

え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

図
表
２
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
日
本
円
の

対
米
ド
ル
交
換
レ
ー
ト
の
動
き
と
、
そ
の
期
間
に
お
け
る
日
本
人

留
学
生
の
数
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
表
は

一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
時
期
に
急
激
な

円
高
が
進
行
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
日
本
人
留
学
生
が
急
増
し
て

い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
に
一
ド
ル
二
四
〇
円

だ
っ
た
も
の
が
、
九
四
年
に
は
一
〇
〇
円
を
切
る
ま
で
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
海
外
で
の
授
業
料
や
生
活
費
は
、
日
本
の
円

換
算
で
半
分
以
下
に
低
下
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
留
学
生
も
急
増
し

て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
留
学
生
の
多
く
は
私
費
留
学
生
で
あ
っ

た
。
高
度
経
済
成
長
の
な
か
で
若
者
た
ち
の
、
海
外
で
学
び
、
海

外
で
働
く
意
欲
は
旺
盛
で
あ
っ
た
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
も
留
学

生
は
増
え
続
け
、
そ
の
数
は
二
〇
〇
四
年
に
約
八
三
、〇
〇
〇
人

で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
は
減
少
し
続
け
、

二
〇
一
〇
年
あ
た
り
か
ら
は
減
少
し
た
ま
ま
で
の
横
ば
い
、
も
し

く
は
微
減
状
態
が
続
い
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
〇
二
〇

年
の
急
減
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
、
各
国
と
も
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
制
限
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
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図
表
２
は
、
各
国
政
府
が
持
っ
て
い
る
、
そ
の
国
の
高
等
教
育

機
関
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
統
計
と
そ
れ
に
基
づ

く
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（Education at a Glance

）
や
ユ
ネ
ス
コ
統
計
局
、

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｉ
Ｅ
（O

pen D
oors

）
等
の
情
報
に
基

づ
い
て
文
科
省
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
文
科

省
は
独
自
に
日
本
人
大
学
生
等
の
留
学
生
数
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
れ
が
図
表
３
で
あ
る
。
統
計
手
法
が
違
う
の
で
、
人
数
は
大
き

く
異
な
る
。
こ
の
図
表
３
の
文
科
省
統
計
に
よ
る
と
海
外
に
出
る

日
本
人
留
学
生
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
一
八
年
で
、
約
一
一
五
、〇
〇
〇

人
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
注
意
が
必
要
な
の
は
、
図
表
２
の
学
生

は
単
位
取
得
を
伴
う
長
期
留
学
の
学
生
で
あ
る
の
に
対
し
、
図
表

３
の
文
科
省
統
計
に
は
滞
在
一
ヶ
月
未
満
の
短
期
留
学
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る）

11
（

。

　

さ
ら
に
図
表
３
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
文
科
省
統
計
で
は

一
ヶ
月
未
満
の
短
期
留
学
の
比
率
が
非
常
に
高
く
、
六
ヶ
月
未
満

で
み
る
と
そ
の
比
率
は
い
っ
そ
う
高
く
な
る
。
二
〇
〇
九
年
で
は

一
ヶ
月
未
満
が
全
体
の
約
四
七
％
、
六
ヶ
月
未
満
の
合
計
で
み
る

と
八
〇
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ピ
ー
ク
の
二
〇
一
八
年
で
見
る
と

一
ヶ
月
未
満
が
六
七
％
、
六
ヶ
月
未
満
で
は
八
六
％
に
達
す
る
。

年
を
追
う
ご
と
に
短
期
留
学
生
の
数
は
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
は
政
府
の
財
政
支
援
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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図表 2　為替レートと留学生数の推移 1983～2020

資料出所：�文科省「日本人の海外留学状況について」、および日銀「時系列統計データ（為替）」。
注：1．�留学生数については、OECD:�Education�at�a�Glance、ユネスコ統計局、IIE：Open�Doors

等に基づいた文科省の統計。
　　2．�2013年以降はそれ以前と統計の取り方が違うため、それ以前と以後では単純比較はできない。
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海
外
の
大
学
等
に
短
期
で
行
く
場
合
、
政
府
の
助
成
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
各
大
学
は
そ
れ
を
利
用
し
て
留
学
生
の
数
を
競
い

つ
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
近

年
、
ど
こ
の
大
学
で
も
こ
う
し
た
短
期
留
学
が
増
え
て
い
て
、
留

学
生
数
が
膨
ら
ん
で
い
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
た
だ
し
、
必
ず

し
も
短
期
留
学
を
消
極
的
に
評
価
す
る
必
要
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
体
験
留
学
だ
と
考
え
れ
ば
、
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
後
の
本
格

留
学
に
つ
な
が
る
か
否
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
の
採
用
は
増
加
傾
向

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
政
府
の
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
目
的
の

ひ
と
つ
は
、
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
拡
大
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
「
…
優
秀
な
学
生
を
戦
略
的
に
獲
得
」
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
、
日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
の
採
用
が
増
え

て
い
る
。
図
表
４
は
日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
・
高
度
外

国
人
材
の
採
用
と
、
過
去
一
二
年
間
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
二
〇
一
〇
年
度
に
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
て
い
る
企
業
は

一
一
・
七
％
、
翌
年
度
採
用
予
定
だ
と
す
る
企
業
は
二
一
・
七
％

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
こ
う
し
た
企
業
が
急
増
し
、
ピ
ー
ク
の

二
〇
一
六
年
度
に
採
用
企
業
の
割
合
は
三
八
・
一
％
、
翌
年
度
採

用
予
定
の
企
業
は
五
九
・
八
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
微
減

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

資料出所：�文科省「『外国人留学生在籍状況調査』及び『日本人の海外留学者数』等について」
2023 年 3 月 7 日。�

図表 3　留学期間別留学生数の推移 2009 ～2021
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も
し
く
は
横
ば
い
状
態
が
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
が
表
面
化
し
た

二
〇
二
〇
～
二
二
年
度
に
は
減
少
に
転
じ
た
。
た
だ
、
こ
の
減
少

期
に
お
い
て
も
、
採
用
予
定
企
業
の
減
少
に
比
較
し
て
実
際
の
採

用
企
業
の
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
低
下
し
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
最

も
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
二
〇
二
一
年
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状

態
に
あ
る
。
来
年
の
採
用
は
ど
う
し
よ
う
か
、
企
業
側
は
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
を
睨
み
な
が
ら
の
様
子
見
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

た
だ
、
こ
れ
を
企
業
規
模
別
に
見
る
と
か
な
り
違
っ
た
様
相
が

見
え
て
く
る
。
そ
れ
を
外
国
人
留
学
生
の
採
用
が
ピ
ー
ク
に
達
し

た
二
〇
一
六
年
度
で
見
て
み
る
と
、
従
業
員
数
三
〇
〇
人
未
満
の

企
業
で
二
九
％
だ
っ
た
採
用
企
業
の
割
合
は
、
従
業
員
数
三
〇
〇

人
～
九
九
九
人
規
模
の
企
業
で
は
三
七
％
、
一
、〇
〇
〇
人
以
上

規
模
の
大
企
業
で
は
五
二
％
と
過
半
数
に
達
し
、
翌
年
度
採
用
予

定
だ
と
す
る
大
企
業
は
六
五
％
に
上
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
こ
こ

で
は
採
用
人
数
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
従
業
員

数
一
〇
〇
人
の
企
業
と
一
、〇
〇
〇
人
の
企
業
で
は
、
同
じ
五
人

の
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
て
も
、
そ
の
意
味
は
異
な
る
だ
ろ
う

か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
企
業
側
が
外
国
人
留
学
生
を
採
用
す
る
理

由
は
、
企
業
組
織
の
多
様
性
や
活
性
化
だ
っ
た
り
、
選
考
の
結
果

た
ま
た
ま
採
用
さ
れ
た
人
が
外
国
人
だ
っ
た
、
海
外
事
業
の
開
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資料出所：�㈱ディスコ社「外国人留学生／高度外国人材の採用に関する調査」（各年）から作成。

図表 4　日本企業による外国人留学生の採用状況
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拓
・
拡
大
、
専
門
知
識
だ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る）

11
（

。

　

日
本
企
業
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
の
採
用
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
以
上
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
で
は
、
よ
り
一
般
的
に
外
国
人
留

学
生
た
ち
は
、
日
本
の
大
学
や
そ
の
他
の
高
等
教
育
機
関
を
卒
業

し
た
後
ど
の
よ
う
な
進
路
を
辿
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
彼

ら
の
何
割
が
日
本
で
就
職
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
高

等
教
育
機
関
に
は
大
学
、
大
学
院
の
他
、
短
大
や
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
な
ど
が
入
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
外
国
人
留
学
生
全
体
の
平
均
で
三
八
％
が
卒
業
後
日
本
国
内

で
就
職
し
て
い
る
。
と
く
に
大
学
院
、
そ
れ
も
自
然
科
学
系
専
攻

の
修
了
生
の
日
本
国
内
で
の
就
職
が
多
く
、
日
本
企
業
も
そ
れ
を

望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
進
学
す
る
者
も
二
二
％
い
て
、
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
六
〇
％
が
日
本
で
就
職
す
る
か
進
学
す
る
か

し
て
い
る
。

　

一
般
的
に
、
就
職
も
進
学
も
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
留
学
生
が
多
い

と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
た
し
か
に
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
留
学
生
に
比

べ
る
と
北
米
、
中
南
米
、
欧
州
か
ら
の
留
学
生
の
日
本
国
内
で
の

就
職
率
は
低
い
。
し
か
し
、
日
本
国
内
で
の
進
学
に
な
る
と
、
逆

に
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
留
学
生
の
方
が
そ
の
比
率
は
高
く
な

る
。
専
攻
区
分
で
見
る
と
、
日
本
人
の
理
系
離
れ
が
言
わ
れ
る
な

か
で
、
理
科
系
、
そ
れ
も
理
学
や
工
学
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い

る）
11
（

。
こ
う
し
た
状
況
を
見
る
と
、
外
国
人
留
学
生
を
増
や
す
、

優
秀
な
留
学
生
を
採
用
す
る
と
い
う
政
府
の
目
的
は
、
か
な
り
実

現
で
き
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

少
し
長
め
の
「
終
わ
り
に
」

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
過
去
二
〇
年
あ
ま
り
、
と
く
に
こ
こ

一
〇
数
年
の
間
に
日
本
の
学
校
や
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
大
き

く
進
展
し
て
き
た
。
そ
の
前
提
と
な
る
日
本
人
の
英
語
力
は
、
他

の
国
々
と
比
較
し
て
も
低
い
と
さ
れ
、
そ
の
こ
と
自
体
は
否
定
し

よ
う
が
な
さ
そ
う
だ
。
そ
う
し
た
現
実
を
背
景
に
、
教
育
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
あ
る
い
は
英
語
教
育
の
動
き
は
小
中
高
大
に
限
ら

ず
、
幼
稚
園
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

教
育
か
ら
目
を
転
じ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
世
界

的
な
企
業
間
競
争
の
激
化
を
前
に
、
経
済
界
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

声
を
上
げ
た
。
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
以
降
海
外
派
遣
社
員
が
増
え
続
け
、
経
済
界
は
政
府
に
海
外

派
遣
社
員
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
問
題
へ
の
対
応
を
求
め
、
政
府

は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
政
策
を
講
じ
て

き
た
。
学
校
で
は
帰
国
生
対
象
の
ク
ラ
ス
を
設
置
し
、
大
学
入
試

で
は
帰
国
生
特
別
枠
を
設
け
る
な
ど
で
あ
る
。
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さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
小
学
校
五
年
、
六
年
で
外

国
語
活
動
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
は
小
学
校
低
学
年

（
三
年
、
四
年
）
で
は
外
国
語
活
動
と
し
て
、
高
学
年
（
五
年
、

六
年
）
で
は
正
科
と
し
て
英
語
学
習
が
導
入
さ
れ
た
。
中
学
・
高

校
で
は
聞
く
、
読
む
、
書
く
、
話
す
の
四
技
能
の
習
得
に
力
を
入

れ
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
大
学
で
は
卒
業
後
は
英
語
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
政
府
は
学
校
や
大
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ
、
海
外
に

送
り
出
す
留
学
生
増
加
の
た
め
の
施
策
を
進
め
て
き
た
。
た
だ
、

外
国
か
ら
来
る
留
学
生
は
増
え
た
も
の
の
、
短
期
留
学
は
別
に
す

る
と
日
本
人
の
大
学
生
、
卒
業
生
の
海
外
留
学
は
二
〇
〇
四
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
そ
の
後
は
減
少
し
た
ま
ま
で
の
横
ば

い
、
も
し
く
は
微
減
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進

の
視
点
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
短
期
留
学
を
消
極
評
価
す
べ
き

も
の
で
も
な
く
、
と
く
に
中
高
生
の
場
合
は
、
将
来
の
本
格
留
学

に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
体
験
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
、
い
ま
高
校
生
の
海
外
の
大
学
へ
の
進
学
が

増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
の
教
育
史
の
な
か
で
考
え
て
も
、

ま
っ
た
く
新
し
い
動
き
で
あ
る
。
海
外
の
大
学
へ
の
留
学
は
大
学

生
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
卒
業
し
て
か
ら
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
常
識
は
覆
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
を
支
え

て
い
る
の
は
英
語
で
授
業
を
す
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
英
語
で
授
業
を
す
る
全
寮
制
の

学
校
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
学
校
と
比
べ
て
人
数
は
少
な
い

も
の
の
、
日
本
の
普
通
の
高
校
か
ら
も
海
外
の
大
学
を
受
験
、
合

格
し
て
、
進
学
す
る
高
校
生
た
ち
が
現
れ
て
い
る
。

　

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
進
展
し
、
わ
ず
か
一
〇
年
前
に
は
考

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
外
国
人
留
学
生
が
増
え
て
、
英
語
で
学
位
が

取
れ
る
学
部
や
学
部
内
コ
ー
ス
、
大
学
院
の
専
攻
な
ど
が
設
置
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
大
学
の
通
常
コ
ー

ス
へ
の
留
学
生
も
増
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
中
国
、
韓
国
内
で

の
大
学
生
の
就
職
難
も
一
因
と
な
っ
て
か
、
こ
れ
ら
の
外
国
人
留

学
生
た
ち
の
多
く
が
日
本
国
内
で
就
職
し
、
あ
る
い
は
進
学
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る）

11
（

。

「
英
語
化
」
へ
の
賛
否
を
め
ぐ
る
議
論

　

と
こ
ろ
で
本
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
学
校
教
育
や
会
社
、

よ
り
広
く
社
会
に
お
け
る
英
語
の
扱
い
に
つ
い
て
は
常
に
賛
否
両

論
が
あ
り
、
対
立
す
る
。
何
に
対
す
る
賛
否
か
は
議
論
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
広
く
「
英
語
化
」
に
対
す
る
賛
否
と
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し
て
お
く）

11
（

。
こ
う
し
た
対
立
は
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
こ
こ
三
〇
年
、
よ
り
短
く
見
て
も
一
〇
数
年
の
間
に
も
議
論

は
活
発
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ご
く
簡
単
に
対
立
の
概
要
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。
そ
れ
だ
け
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

英
語
や
英
語
教
育
に
疎
い
素
人
の
筆
者
が
、
素
人
の
目
か
ら
見
た

賛
否
の
議
論
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
問
題
は
、

こ
れ
か
ら
学
校
に
行
く
、
あ
る
い
は
す
で
に
学
校
で
学
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
、
そ
の
親
に
と
っ
て
も
、
と
く
に
こ
れ
か
ら
就
職

し
、
社
会
に
出
て
仕
事
を
す
る
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
無
視

で
き
な
い
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は
す
で
に
政

策
に
も
反
映
さ
れ
、
採
用
や
採
用
後
の
処
遇
な
ど
で
具
体
化
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

英
語
あ
る
い
は
英
語
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
明
治
維
新
後
の

欧
化
政
策
と
も
関
係
し
て
明
治
初
期
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
あ
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
と
も
関
わ
っ
て
議

論
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
よ
り
近
年
の
議
論
を
見
て
み

よ
う
。
そ
の
な
か
で
も
わ
か
り
や
す
く
か
つ
広
く
一
般
的
に
紹
介

さ
れ
た
も
の
に
、
平
泉
渉
氏
（
自
民
党
政
治
家
）
と
渡
部
昇
一
氏

（
英
語
研
究
者
）
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
が
あ
る
（
平
泉
渉
・

渡
部
昇
一
『
英
語
教
育
大
論
争
』
文
春
文
庫
、
一
九
九
五
年
））

1（
（

。

平
泉
氏
の
試
案
は
、
中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
一
〇
年
も
英
語
を
勉

強
し
て
い
る
の
に
、
英
語
が
使
え
な
い
（
聞
け
な
い
、
話
せ
な

い
）
現
在
の
英
語
教
育
は
ダ
メ
だ
。
改
革
の
方
向
性
と
し
て
は
、

外
国
語
教
育
を
英
語
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
し
か
も
選
択
制
に
し

て
、
必
要
な
者
だ
け
が
や
れ
ば
い
い
。
大
学
入
試
で
外
国
語
は
科

さ
な
い
。
た
だ
し
、
必
要
な
者
に
は
集
中
的
な
教
育
を
行
い
、
実

際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
使
え
る
外
国
語
を
教
え
、
能
力
検

定
制
度
を
創
設
し
て
合
格
し
た
者
に
は
技
能
士
の
称
号
を
与
え

る
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
渡
部
氏
は
、
平
泉
試
案
は
研
究
者
の
そ
れ
と
は

異
な
り
、
政
権
与
党
で
あ
る
自
民
党
の
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
力
は
研
究
者
に
よ
る
も
の
と
ま
っ
た
く
違

う
。
英
語
教
育
の
現
状
分
析
、
ダ
メ
な
現
状
を
生
み
出
し
た
理

由
、
改
革
の
方
策
す
べ
て
に
お
い
て
一
貫
し
た
論
理
に
支
え
ら
れ

て
い
て
「
見
事
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
こ
の
試
案
は
議
論
の
す

べ
て
に
お
い
て
「
誤
解
と
誤
謬
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
す

る
。
こ
こ
か
ら
二
人
の
議
論
が
展
開
さ
れ
、
終
章
で
は
鈴
木
孝
夫

氏
（
言
語
学
者
）
を
司
会
役
と
し
て
対
談
を
行
い
、
最
後
に
平

泉
、
渡
部
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
二
度
ず
つ
補
論
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
直
接
的
か
つ
ま
と
ま
っ
た
論
争
は
珍
し
く
、
そ
れ
だ

け
関
心
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
渡
部
氏
は
他
で
も

同
様
の
議
論
を
繰
り
返
し
て
い
る
（『
英
語
の
早
期
教
育
・
社
内
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公
用
語
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
』
徳
間
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

　

本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
の
政
策

に
関
連
し
た
、
賛
否
両
論
の
議
論
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
も

の
と
し
て
、
中
公
新
書
ラ
ク
レ
編
集
部
・
鈴
木
義
里
編
『
論
争
・

英
語
が
公
用
語
に
な
る
日
』（
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
た
と
え
ば
民
主
党
が
政
権
に
就
く
（
二
〇
〇
九
年
）
前
の
党

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
議
論
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

は
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
政
府
の
政
策
の
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
て
、
英
語
化
に
対
す
る
賛
成
意
見
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
た
（
民
主
党
「
英
語
の
第
二
公
用
語
に
つ
い
て
の
提

言
」
同
書
Ｉ
部
第
五
章
）。
ま
た
、
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

船
橋
洋
一
氏
は
よ
り
具
体
的
に
「
公
用
語
法
と
い
う
法
律
を
制
定

し
、
日
本
語
を
公
用
語
に
、
英
語
を
第
二
公
用
語
に
す
る
べ
き
」

だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
が
国
際
舞
台
で
失
敗
を
繰
り
返
し

て
き
た
原
因
は
「
一
言
で
言
う
と
『
対
話
』
の
失
敗
」
だ
っ
た
、

だ
か
ら
国
際
語
と
し
て
の
英
語
を
第
二
公
用
語
に
す
べ
き
だ
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
船
橋
洋
一
『
あ
え
て
英
語
公
用
語
論
』
文
春
新

書
、
二
〇
〇
〇
年
、「
は
じ
め
に
」）。

　

も
う
一
冊
は
寺
澤
芳
男
『
英
語
オ
ン
チ
が
国
を
亡
ぼ
す
』（
新

潮O
H

 ! 

文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
単
行
本
は

一
九
九
七
年
）
で
、
巻
末
で
二
人
の
著
名
人
と
対
談
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
書
名
か
ら
そ
の
主
張
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
人
は
そ

れ
ぞ
れ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
政
治
家
（
寺
澤
）、
官
僚
（
行
天
豊
雄
）、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
（
小
林
陽
太
郎
）
で
、
寺
澤
氏
が
他
の
二
人
と
そ

れ
ぞ
れ
別
々
に
対
談
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
英
語
は
世
界
共

通
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
否
定
し
得
な
い
現
実
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
日
本
人
の
英
語
力
は
世
界
最
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
英
語
が

で
き
な
け
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
国
際
交
渉
の
場
で
も
日
本
は
置

い
て
き
ぼ
り
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
他
の
国
の
官
僚
や
政
治
家
は
み

な
英
語
で
議
論
で
き
る
の
に
、
日
本
の
官
僚
や
政
治
家
は
国
際
会

議
の
場
で
通
訳
を
介
し
て
し
か
話
が
で
き
な
い
。
通
訳
を
介
す
場

合
で
も
、
通
訳
が
議
論
の
内
容
を
大
臣
や
日
本
側
代
表
に
一
割
か

二
割
も
伝
え
ら
れ
れ
ば
大
し
た
も
の
、
と
い
う
現
実
認
識
か
ら
、

日
本
は
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
。
結

果
、
不
利
な
立
場
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
創
設
な

ど
に
も
携
わ
っ
た
経
験
も
あ
り
、
海
外
経
験
豊
富
な
行
天
氏
は
、

自
身
の
体
験
か
ら
そ
う
主
張
す
る
。
時
代
は
少
し
古
い
が
、
こ
の

主
張
は
現
在
で
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
の
英
語
教
育
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
般
書
で
み
る
限
り

賛
成
論
よ
り
反
対
論
の
方
が
多
い
印
象
が
あ
る
。
そ
の
方
が
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
、
売
れ
る
と
い
う
出
版
事
情
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
英
語
化
は
す
で
に
既
定
の
も
の
、
抗
い
よ
う
の
な
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い
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
あ
え
て
賛
成
の
声
を
上
げ
る
必
要
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
小
学
校
か
ら
英
語
を
教
え

る
こ
と
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
の
は
英
語
・
言
語
研
究
者
か
ら
は

鳥
飼
玖
美
子 （『
危
う
し
！
小
学
校
英
語
』 

文
春
文
庫
、 

二
〇
〇
六

年
）
や
バ
ト
ラ
ー
後
藤
裕
子
（『
英
語
学
習
は
早
い
ほ
ど
良
い
の

か
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
五
年
）、
鈴
木
孝
夫
（『
英
語
は
い
ら
な

い
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
〇
一
年
）、
市
井
の
英
語
研
究
者
で
は

市
川
力
（『
英
語
を
子
ど
も
に
教
え
る
な
』
中
公
新
書
ラ
ク
レ
、

二
〇
〇
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

英
語
の
社
内
公
用
語
化
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
楽
天
と
ユ
ニ

ク
ロ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
強
力

に
進
め
た
こ
れ
ら
二
社
の
社
長
、
楽
天
の
三
木
谷
浩
史
氏
と

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
柳
井
正
氏
に
手
紙
を
書
い
て
、
英

語
の
社
内
公
用
語
化
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
促
し
た
の
は
津
田
幸

男
氏
で
あ
っ
た
（
手
紙
の
内
容
は
同
氏
『
英
語
を
社
内
公
用
語
に

し
て
は
い
け
な
い
３
つ
の
理
由
』
阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
二
〇
一
一
年
の
序
文
に
収
録
）。

　

企
業
経
営
の
現
場
か
ら
の
反
対
論
で
は
成
毛
眞
氏
の
主
張
が
知

ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
日
本
法
人
の
社
長
を
し

て
い
て
英
語
に
堪
能
な
有
名
人
だ
け
あ
っ
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
（『
日
本
人
の
９
割
に
英
語
は
い
ら
な

い
』
詳
伝
社
黄
金
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語
が
必
要
な
人
は
一
割
、
英
会
話
ス

ク
ー
ル
の
カ
モ
に
な
る
な
と
手
厳
し
い
。
英
語
の
社
内
公
用
語
に

し
て
も
、
楽
天
と
ユ
ニ
ク
ロ
に
惑
わ
さ
れ
る
な
と
言
い
、
二
年
後

に
英
語
が
で
き
な
い
執
行
役
員
は
ク
ビ
だ
と
宣
言
し
た
楽
天
に
関

し
て
は
、
自
分
だ
っ
た
ら
、
早
々
に
見
切
り
を
つ
け
て
逃
げ
出
す

と
言
う
。
こ
う
し
た
主
張
は
多
く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
対
論
も

多
い
な
か
で
、
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

英
語
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
賛
成
論
、
反
対
論
を
ど
う
受
け
止

め
る
に
し
て
も
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
は
重
要
な
こ
と

ば
か
り
で
、 

常
に
そ
の
こ
と
は
心
に
と
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

後
記
：
こ
の
拙
い
文
章
を
井
上
奉
生
先
生
に
捧
げ
る
。
私
は
偏

頭
痛
持
ち
で
、
も
う
少
し
若
い
と
き
は
頻
繁
に
寝
込
ん
で
い
た
。

そ
の
話
を
す
る
と
、
頭
が
痛
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
と
言
う
ほ

ど
、
病
気
知
ら
ず
だ
っ
た
先
生
が
旅
立
た
れ
て
ほ
ぼ
二
年
に
な

る
。
研
究
分
野
は
異
な
る
も
の
の
、
生
き
る
姿
勢
と
い
う
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
実
に
学
ぶ
こ
と
の
多
い
先
生
だ
っ

た
。
年
度
末
に
は
学
部
の
何
人
か
で
一
泊
の
懇
親
旅
行
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
和
気
藹
々
と
し
た
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。
思
い
起

こ
せ
ば
、
あ
れ
も
こ
れ
も
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。
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（
1
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）, E
nglish Proficiency Index 2022.

（
2
）  Educational T
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O

E
FL iBT

 T
est and Score 

D
ata Sum

m
ary, 2022.

（
3
）  

同
上
、
一
九
九
九
年
版
。

（
4
）  

21
世
紀
日
本
の
構
想
懇
談
会
「
21
世
紀
日
本
の
構
想　

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
は
日
本
の
中
に
あ
る
」
二
〇
〇
〇
年
一
月
、
一
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
（
）  

文
科
省
「『
英
語
が
使
え
る
日
本
人
』
の
育
成
の
た
め
の
行
動
計
画
」

二
〇
〇
三
年
三
月
三
一
日
。

（
（
）  

日
本
英
語
検
定
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
英
検
・T

EA
P

・IELT
S 

活
用
校
検
索
」
二
〇
二
三
年
一
月
閲
覧
。
こ
こ
で
は
私
立
中
高
、
専
門

学
校
、
短
大
、
大
学
別
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
県
別
、
大
学
は
学

部
、
学
科
別
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
校
の
考

慮
・
参
考
の
仕
方
や
条
件
等
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
る
。

（
（
）  

「
英
検
に
挑
む
小
学
生　

年
々
増
加
」
朝
日
新
聞
二
〇
一
九
年
一
一

月
二
日
。
二
〇
二
二
年
度
の
受
験
者
数
は
日
本
英
語
検
定
協
会
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
。

（
（
）  

「
英
語
民
間
試
験　

下
村
氏
が
口
火　

２
０
１
３
年
産
業
競
争
力
会

議
―
『
活
用
拡
大
を
』」
朝
日
新
聞
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
。

（
（
）  

同
上
。

（
10
）  

こ
こ
で
は
反
対
の
議
論
は
詳
述
し
な
い
が
、
た
と
え
ば
鳥
飼
玖
美
子

氏
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｈ
Ｐ
の
解
説
委
員
室
で
、
反
対
の
理
由
と
し
て
次
の
七

点
を
挙
げ
て
い
た
。
当
時
の
議
論
を
代
表
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
①
民
間
試
験
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
も
の
で

な
い
こ
と
、
②
民
間
試
験
は
七
種
類
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
、
難

易
度
、
試
験
内
容
、
受
験
料
、
実
施
回
数
が
違
う
こ
と
、
③
学
生
の
経

済
的
格
差
へ
の
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
（
受
験
回
数
に
制
限
が
な
い
た

め
、
高
額
な
受
験
料
で
何
回
も
受
験
し
慣
れ
が
あ
れ
ば
高
得
点
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
宿
泊
を
伴
う
よ
う
な
遠
距
離
受
験
が
避
け

ら
れ
な
い
場
合
の
経
済
的
負
担
な
ど
）、
④
採
点
の
公
正
性
や
透
明
性

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
⑤
出
題
ミ
ス
や
採
点
ミ
ス
、
機
器
の
ト

ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
（
政
府
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
も
大
学
も
責
任
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
）、

⑥
利
益
相
反
（
試
験
の
実
施
企
業
が
対
策
本
を
販
売
し
て
い
る
の
は
お

か
し
い
）、
⑦
高
校
で
の
英
語
教
育
が
民
間
試
験
対
応
策
に
変
質
し
て

し
ま
う
こ
と
（
カ
ッ
コ
内
は
い
ず
れ
も
筆
者
に
よ
る
注
）、
な
ど
で
あ

る
（「『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト　

英
語
民
間
試
験
導
入
を
考
え
る
』

（
視
点
・
論
点
）」
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
六
日
、https://w

w
w

.nhk.
or.jp/kaisetsu-blog/400/4140（（.htm

l

）。

（
11
）  

文
部
科
学
大
臣
「
受
験
生
を
は
じ
め
と
し
た
高
校
生
、
保
護
者
の
皆

様
へ
」
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日
。

（
12
）  

産
業
能
率
大
学
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
調
査
」

二
〇
一
〇
年
九
月
。
内
向
き
志
向
は
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
だ
け
で

な
く
、
大
学
の
若
い
研
究
者
た
ち
に
つ
い
て
も
危
惧
さ
れ
て
い
た
（
行

方
史
郎
「
日
本
人
研
究
者
『
内
向
き
』」
朝
日
新
聞
二
〇
〇
九
年
六
月

三
日
）。
背
景
に
は
若
い
研
究
者
た
ち
の
日
本
国
内
で
の
就
職
問
題
、

す
な
わ
ち
外
国
で
数
年
勉
強
し
て
い
る
と
日
本
で
の
人
間
関
係
や
情
報

と
も
疎
遠
に
な
り
、
帰
国
し
て
か
ら
の
就
職
が
難
し
く
な
る
と
い
う
事

情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
13
）  

産
業
能
率
大
学
「
第
４
回　

新
入
社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
調
査
」

二
〇
一
〇
年
七
月
。
こ
れ
に
対
し
て
「
第
１
回　

新
入
社
員
の
グ
ロ
ー

バ
ル
意
識
調
査
」（
二
〇
〇
一
年
）、
お
よ
び
「
第
７
回　

新
入
社
員
の

グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
調
査
」（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
で
は
、
同
じ
質
問

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
三
九
％
、
六
〇
％
が
海
外
で
働
き
た
く
な
い
と
答

え
て
い
る
。

（
14
）  

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
「
高
校
生
の
留
学
に
関
す
る
意
識
調
査

報
告
書
―
日
本
・
米
国
・
中
国
・
韓
国
の
比
較
―
」
二
〇
一
九
年

六
月
。

（
1（
）  

「
中
高
一
貫
か
国
際
志
向
か　

東
大
蹴
っ
て
米
国
大
学
へ　

グ
ロ
ー

バ
ル
化
進
む
新
勢
力
」
週
刊
東
洋
経
済
、
二
〇
一
三
年
七
月
六
日
、
望

月
麻
紀
「
東
大
、
早
稲
田
が
滑
り
止
め　

海
外
ト
ッ
プ
大
目
指
す
高
校

生
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
二
〇
一
三
年
七
月
九
日
、
宮
坂
麻
子
「
東
大
よ

り
海
外
進
学
？
」
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
一
一
月
三
日
、
代
慶
達
也

「
東
大
よ
り
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
を
め
ざ
す
高
校
生
が
増
加　

開
成
や
渋

幕
・
渋
渋
に
異
国
か
ら
ラ
イ
バ
ル
校
」
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ 
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
、

二
〇
二
二
年
二
月
五
日
の
ヤ
フ
ー
・
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
。

（
1（
）  

高
校
生
や
大
学
生
の
進
学
や
就
職
に
関
係
し
た
こ
と
が
あ
る
者
に
は

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
定
の
時
間
経
過
後
に
進
学
や
就
職
が
学
校

や
大
学
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
多
く
は
な
い
が
数
値
も
変
化
す

る
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
も
元
記
事
の
数
値
を
一
部
書
き
換
え
て
い
る
の

は
、
学
校
の
Ｈ
Ｐ
の
数
値
が
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

（
1（
）  

広
尾
学
園
は
二
〇
一
七
年
の
海
外
大
学
合
格
者
数
は
一
八
人
だ
っ
た

が
、
二
〇
二
一
年
に
は
二
二
二
名
に
増
加
し
て
い
る
。
理
由
は
何
か
。

こ
の
学
校
に
は
学
生
数
四
〇
人
～
六
〇
人
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
帰
国
生
も
多
い
と
い
う
が
、
合
格
者
数

を
見
る
と
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
が
わ
か
る
。
背
景
に
は
、
海
外
大

学
に
関
す
る
情
報
提
供
と
教
員
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
。
教
員
サ
ポ
ー
ト
と

い
う
の
は
、
外
国
人
教
員
に
よ
る
面
接
や
エ
ッ
セ
イ
（
日
本
で
言
う
レ

ポ
ー
ト
）
の
書
き
方
指
導
の
こ
と
で
あ
る
が
、
情
報
提
供
と
い
う
こ
と

で
言
え
ば
、
た
と
え
ば
二
〇
一
九
年
に
は
一
七
〇
を
超
え
る
海
外
の
大

学
の
関
係
者
が
同
校
を
訪
れ
、
ブ
ー
ス
を
設
け
て
質
問
や
相
談
に
応
じ

て
い
た
と
い
う
。
日
本
の
大
学
以
上
の
綿
密
な
情
報
提
供
で
あ
る
（
田

中
圭
太
朗
「
海
外
大
学
へ
の
進
学
が
増
え
る
理
由
は
？
広
尾
学
園
は
現

役
合
格
２
１
８
人
」
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
電
子
版
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
八

日
。）。
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
海
外
大
学
へ
の
進
路
指

導
の
仕
方
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
生
の
不
安
を
和
ら
げ
大
学
選
択

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
あ
ろ
う
。

（
1（
）  

「
海
外
進
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
」
週
刊
東
洋
経
済
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
二
七
日
。

（
1（
）  

林
哲
夫
「
海
外
ト
ッ
プ
大
の
魅
力
と
実
力
」
週
刊
東
洋
経
済
、

二
〇
二
〇
年
五
月
三
〇
日
。

（
20
）  Route H

「
合
格
実
績　

Route H
 

進
学
実
績
（2010

～2021

年　

全
卒
業
生
数13（

名
）」
二
〇
二
三
年
一
一
月
末
日
閲
覧
。

（
21
）  

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（International Baccalaureate

）
に
は
三
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
と
対
象
年
齢
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
Ｐ
Ｙ
Ｐ （prim

ary years program
m

e

、 

三
～
一
二
歳
）、 

Ｍ
Ｙ
Ｐ 

（m
iddle years program

m
e

、 

一
一
～
一
六
歳
）、 

Ｄ
Ｐ

（diplom
a program

m
e

、
一
六
～
一
九
歳
）
で
あ
る
。
文
科
省
は
こ

れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
頭
文
字
で
表
現
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
そ
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れ
に
従
う
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
機
構
の
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w

.ibo.org/

）、
お
よ
び
文
科
省
Ｉ
Ｂ

教
育
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
Ｈ
Ｐ
（https://ibconsortium

.m
ext.

go.jp/
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）  

首
相
官
邸
「
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
閣
議
決
定
・
提
言

（
抄
）」
二
〇
一
三
年
五
月
二
八
日
、
お
よ
び
「
日
本
再
興
戦
略
～

JA
PA

N
 is BA

CK
～
」
二
〇
一
三
年
六
月
一
四
日
。

（
23
）  

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
日
本
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
報
告
書
～
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
日
本

に
お
け
る
導
入
推
進
に
向
け
た
提
言
～
」
二
〇
一
四
年
四
月
。

（
24
）  

文
科
省
・
Ｉ
Ｂ
教
育
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ

と
。
そ
こ
に
は
ど
う
い
う
科
目
が
日
本
語
で
可
能
に
な
っ
た
か
の
説
明

も
あ
る
。

（
2（
）  

文
科
省
・
Ｉ
Ｂ
教
育
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認

定
校
等
数
・
目
標
の
二
〇
〇
校
達
成
の
お
知
ら
せ
」
二
〇
二
三
年
三
月

二
八
日
。
候
補
校
も
す
べ
て
認
定
さ
れ
る
と
の
見
込
み
で
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2（
）  

下
村
文
科
大
臣
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
日
本
の
大
学
は
沈
没
し
て

し
ま
う　

留
学
生
を
倍
増
し
入
試
改
革
」
週
刊
東
洋
経
済
、
二
〇
一
三

年
一
一
月
二
日
。

（
2（
）  

ハ
ロ
ウ
校
は
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で
あ
る

（
誤
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
は

私
立
で
あ
る
）。
二
〇
二
二
年
、
そ
の
日
本
に
お
け
る
系
列
校
の
ハ
ロ

ウ
安
比
校
（
正
式
名
称
は
「H

A
RRO

W
 IN

T
ERN

A
T

IO
N

A
L 

SCH
O

O
L, A

PPI -JA
PA

N

」）
が
岩
手
県
八
幡
平
市
の
安
比
高
原
で

開
校
す
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
そ
の
費
用
も
驚
き
だ
っ
た
。
入

学
金
七
七
万
円
、
授
業
料
は
学
年
に
よ
っ
て
年
間
約
九
〇
万
円
前
後
と

日
本
の
私
立
高
校
と
大
き
な
差
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
寮

費
を
含
む
年
間
の
費
用
総
額
は
八
五
〇
万
円
～
九
二
〇
万
円
だ
と
い
う

（
河
北
新
報O

N
LIN

E N
EW

S

、
二
〇
二
二
年
四
月
九
日
）。

 

　

ハ
ロ
ウ
安
比
校
は
二
〇
二
二
年
八
月
に
開
校
し
た
。
こ
の
記
事
に
よ

る
と
ハ
ロ
ウ
校
は
タ
イ
や
中
国
な
ど
に
系
列
校
を
次
々
に
開
校
し
、
安

比
校
は
ア
ジ
ア
で
一
〇
校
目
に
あ
た
る
と
い
う
。
多
国
籍
企
業
な
み
に

海
外
展
開
し
て
い
る
姿
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
高
額
費
用
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二
〇
二
一
年
の
一
期
生
募
集
で
は
「
世
界
中
か
ら
志
望
者
が
殺

到
し
た
」
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
（
佐
野
倫
子
「
１
年
間
の
授
業
料

『
９
０
０
万
円
』
で
も
入
学
希
望
殺
到
…
超
富
裕
層
向
け
『
全
寮
制
ス

ク
ー
ル
』
の
実
態
」
幻
冬
舎GO

LD
 O

N
LIN

E

、
二
〇
二
二
年
一
月

七
日
付
）。

（
2（
）  

海
外
留
学
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｓ
）
に
よ
る
各
年
調
査
の
結
果
で
、
同

協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
学
位
取
得
を
目
的
に

こ
れ
ら
の
民
間
企
業
を
経
由
し
て
専
門
学
校
や
大
学
、
大
学
院
に
留
学

す
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
％
未
満
か
ら
二
％
程
度
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
大
学
経
由
で
、
あ
る
い
は
自
ら
学
校
や
大
学

に
直
接
応
募
し
入
学
許
可
を
得
て
留
学
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
二
〇
二
〇
年
、
二
一
年
に
留
学
生
の
数
が
激
減
し
た
こ

と
は
予
想
通
り
で
あ
る
が
、
二
二
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
一
九
年
比

四
割
台
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
特
徴
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
と
い
う
方
式
が
出
て
き
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。

（
2（
）  

文
科
省
等
六
省
「『
留
学
生
３
０
万
人
計
画
』
骨
子
」
二
〇
〇
八
年
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七
月
二
九
日
。
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
増
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ

り
前
の
一
九
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
「
留
学
生
１
０
万
人
計

画
」
が
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
は
す
で
に
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
、
そ

の
こ
と
は
世
界
的
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
当
時

の
中
曽
根
康
弘
首
相
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
首
相
の
指
示
で
出
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
（
当
時
は
途
上
国
へ

の
教
育
支
援
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
）、
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
に
そ

の
ま
ま
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
来

る
留
学
生
が
一
万
人
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
こ
の
時
期
の

ピ
ー
ク
の
一
九
九
五
年
に
は
五
三
、〇
〇
〇
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ

て
い
た
。

（
30
）  

日
本
人
留
学
生
の
増
加
策
に
つ
い
て
文
科
省
は
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
全
国
四
七
大
学
、
お
よ
び
外
国
に
留
学
し
て
い
る
一
部
の
学
生
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
ク
ッ
キ
ー
」
の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
歌
っ
て
踊
る
「
ト
ビ
タ
テ
！

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
と
い
う
留
学
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を

作
成
し
た
り
も
し
た
。
こ
の
替
え
歌
は
原
曲
同
様
秋
元
康
氏
の
作
詞

で
、
ビ
デ
オ
で
は
当
時
の
文
部
科
学
大
臣
、
副
大
臣
を
は
じ
め
、
官
房

長
、
局
長
、
審
議
官
ま
で
が
歌
に
合
わ
せ
て
学
生
た
ち
と
一
緒
に
踊
る

と
い
う
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
31
）  

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
文
科
省
か
ら
多
く
の
資
料
が
公
表
さ
れ

て
お
り
、
ネ
ッ
ト
で
も
容
易
に
入
手
で
き
る
。
そ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
事

業
で
採
択
さ
れ
た
大
学
の
大
学
名
や
応
募
内
容
等
も
公
表
さ
れ
て
い

る
。

（
32
）  

経
済
界
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
社
内
公
用

語
化
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
英
語
の
社
内

公
用
語
化
へ
の
軌
跡
と
現
状
」
人
間
環
境
論
集
二
四
巻
一
号
、

二
〇
二
三
年
一
〇
月
。

（
33
）  

文
科
省
「
令
和
３
年
度
の
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況

に
つ
い
て
（
概
要
）」
五
一
～
五
三
ペ
ー
ジ
。

（
34
）  

文
科
省
Ｉ
Ｂ
教
育
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
活

用
し
た
大
学
入
学
者
選
抜
例
」
二
〇
二
三
年
一
月
二
六
日
。
た
だ
し
、

こ
こ
に
は
日
本
の
高
校
の
卒
業
生
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
け
が
掲
載
さ

れ
、
帰
国
生
や
留
学
生
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
も
の
は
除
外
さ
れ
て

い
る
。

（
3（
）  

文
科
省
は
二
〇
一
一
年
か
ら
一
三
年
ま
で
中
高
の
教
員
を
各
年

一
〇
〇
名
前
後
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ
た
。
期
間
は
夏
休

み
等
の
長
期
休
暇
を
利
用
し
た
一
ヶ
月
か
ら
六
ヶ
月
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
事
業
は
二
〇
一
三
年
度
で
終
了
し
て
い
る
（
文
科
省
「
日
本
人
若
手

英
語
教
員
米
国
派
遣
事
業
」
各
年
度
）。
同
じ
よ
う
に
外
務
省
も

二
〇
一
一
年
か
ら
一
七
年
ま
で
若
手
教
員
の
ア
メ
リ
カ
派
遣
を
行
っ
て

い
る
。
こ
ち
ら
の
対
象
教
員
は
各
年
四
五
名
で
、
研
修
期
間
は
夏
期
休

暇
中
の
二
〇
日
間
で
あ
っ
た
（
外
務
省
「
若
手
教
員
米
国
派
遣
事
業

（
旧
・
日
本
人
若
手
英
語
教
員
米
国
派
遣
事
業
）」）。

 

　

留
学
経
験
が
あ
る
者
な
ら
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
ど
れ
だ
け

の
効
果
を
期
待
で
き
る
か
、
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
余
談

で
あ
る
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
の
事
業
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
協
力
）
首
脳
会
議
の
場
で
、
当
時
の
民
主
党
の
菅
直
人
首
相
と

オ
バ
マ
大
統
領
が
「
日
米
同
盟
深
化
の
た
め
の
日
米
交
流
強
化
」
の
た

め
の
主
要
事
業
の
一
つ
と
位
置
づ
け
た
。
日
米
同
盟
は
日
米
軍
事
同
盟
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を
連
想
さ
せ
る
が
、
教
員
の
英
語
研
修
が
な
ぜ
日
米
同
盟
の
一
翼
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
3（
）  
図
表
２
の
グ
ラ
フ
に
は
「
高
等
教
育
機
関
へ
の
単
位
を
伴
う
留
学

数
」
の
見
出
し
が
あ
り
、
そ
の
説
明
に
は
「
高
等
教
育
機
関
（
大
学
、

大
学
院
等
）
に
単
位
を
伴
う
長
期
留
学
を
す
る
日
本
人
（
社
会
人
も
含

む
）」
と
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
デ
ー
タ
の
留
学
生
の
多
く
を
含
む
Ｉ
Ｉ

Ｅ
（
日
本
人
留
学
生
の
な
か
で
最
も
多
く
が
向
か
う
ア
メ
リ
カ
の
機

関
）
は
三
ヶ
月
以
上
の
留
学
生
も
含
む
と
し
て
お
り
、
図
表
３
と
の
比

較
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
図
表
２
の
基
に
な
っ
た
グ
ラ
フ
の
説
明

は
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
閲
覧
で
き
る
（
文
科
省
、
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
：https://tobitate-m

ext.jasso.go.jp/about/case/

）。

（
3（
）  

経
済
産
業
省
委
託
調
査
「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
及
び
定
着
状
況
に

関
す
る
調
査
」
二
〇
一
五
年
三
月
、
四
一
ペ
ー
ジ
。

（
3（
）  

日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）「
２
０
２
１
年
度 

外
国
人
留

学
生
進
路
状
況
調
査
結
果
」
二
〇
二
三
年
三
月
。

（
3（
）  

中
国
、
韓
国
の
大
学
生
の
就
職
難
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
よ
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
受
験
戦
争
は
厳
し
く
、
日
本
の
一
九
六
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
、
は
る
か
に
厳
し
い

も
の
の
よ
う
だ
。
全
国
統
一
試
験
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、
オ
ー

プ
ン
カ
ー
や
馬
に
乗
っ
て
街
中
を
凱
旋
し
た
と
い
う
か
ら
日
本
人
の
想

像
を
越
え
て
い
る
。
わ
ず
か
三
年
ほ
ど
前
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
加
熱

し
た
受
験
戦
争
を
諫
め
る
べ
く
、
北
京
市
で
は
ト
ッ
プ
二
〇
名
の
氏
名

を
非
公
表
に
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
受
験
の
厳
し
さ
は
変
わ
ら
な

い
（
富
坂
聰
「
中
国
の
超
過
激
な
受
験
戦
争
の
裏
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
と
「
親
マ
ニ
ュ
ア
ル
」」
二
〇
二
二
年
六
月
二
九
日
、https://

new
s.yahoo.co.jp/expert/articles/（（4a1（c（（1c（f（1b4c（e3acc

（（ecd（（（bd444ef4　

二
〇
二
三
年
一
一
月
末
日
閲
覧
）。

 

　

受
験
戦
争
と
い
う
意
味
で
は
韓
国
も
同
様
で
、
こ
ち
ら
は
受
験
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
、
何
ら
か
の
理
由
で
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ
た
受
験
生
が

受
験
会
場
ま
で
パ
ト
カ
ー
で
送
っ
て
も
ら
う
姿
が
、
日
本
の
テ
レ
ビ
で

も
毎
年
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
大
卒
の
就
職
は
厳
し

く
、
九
州
地
域
の
経
営
者
団
体
が
韓
国
で
就
職
説
明
会
を
開
催
す
る

と
、
二
日
間
で
数
百
名
か
ら
の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
は
日
本
で
も
報
じ

ら
れ
て
い
る
（
西
日
本
新
聞
「
韓
国
の
学
生
、
日
本
企
業
に
熱
視
線　

釜
山
で
説
明
会
、
盛
況
」
二
〇
一
九
年
九
月
一
日
」）。

（
40
）  

こ
こ
で
「
英
語
化
」
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
英
語
教
育
の
拡

充
、
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
を
置
い
た
英
語
教
育
、
英

語
教
育
の
早
期
（
小
学
校
か
ら
の
）
開
始
、
企
業
内
で
の
英
語
重
視
、

英
語
の
社
内
公
用
語
化
、
英
語
の
第
二
公
用
語
化
な
ど
を
広
く
英
語
化

と
し
て
大
雑
把
に
捉
え
、
そ
れ
へ
の
賛
成
で
あ
り
、
反
対
と
し
て
お

く
。

（
41
）  

自
民
党
の
国
際
文
化
交
流
特
別
委
員
会
副
委
員
長
の
平
泉
氏
が
出
し

た
改
革
案
（「
外
国
語
教
育
の
現
状
と
改
革
の
方
向
―
一
つ
の
試 

案
―
」
一
九
七
四
年
四
月
一
六
日
、
九
～
一
四
ペ
ー
ジ
）
が
出
発
点

で
、
そ
れ
へ
の
批
判
が
渡
部
氏
の
「
亡
国
の
『
英
語
教
育
改
革
試
案
』」

（
一
五
～
五
〇
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。


